
遷
都
は
古
代
王
朝
に
と
っ
て
最
大
の
政

権
運
営
手
段
だ
っ
た
。
ア
ジ
ア

モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
位
置
す
る

島
国
日
本
は
、
台
風
や
地
震
の

常
襲
地
域
。
科
学
が
未
発
達
の

時
代
は
避
雷
針
も
な
く
、
落
雷

被
害
や
風
水
害
は
、
町
を
壊
滅

に
陥
れ
た
。
疫
病
が
流
行
し
て

も
神
仏
の
加
護
を
祈
る
だ
け

で
、
な
す
術
が
な
い
。

平
穏
な
生
活
へ
の
民
の
希
求

は
政
権
へ
の
不
満
に
つ
な
が

る
。
王
朝
は
豪
族
の
台
頭
を
抑

え
、
力
の
誇
示
に
よ
っ
て
求
心

力
の
維
持
を
目
論
む
時
、
た
び

た
び
遷
都
し
た
。
新
た
な
都
の

造
営
は
、
有
効
な
公
共
事
業
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。

７
世
紀
、
唐
や
新
羅
の
勃
興
を
受
け
日

本
は
中
央
集
権
的
な
国
家
体
制
の
整
備
を

急
い
だ
。
唐
の
都
長
安
に
学
ん
だ
平
城

京
の
建
設
は
、
日
本
の
新
時
代
を
象
徴

す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。

平
城
京
遷
都
は
７
０
８
（
和
同
元
）

年
、
元
明
天
皇
が
決
め
た
。
環
境
改
変

の
都
市
計
画
は
突
貫
工
事
で
短
期
間
に

進
ん
だ
。
予
定
地
の
民
は
立
ち
退
か
さ

れ
、
約
１
３
０
㌶
の
敷
地
を
造
る
た
め

丘
を
削
り
、
谷
を
埋
め
、
大
規
模
に
整

地
。
広
い
道
路
で
都
大
路
は
整
然
と
区

画
さ
れ
、
大
規
模
建
築
が
誕
生
し
た
。

水
運
を
利
用
し
、
木
材
は
滋
賀
や
三
重

な
ど
、
石
材
は
奈
良
の
三
笠
山
や
二
上

山
、
兵
庫
か
ら
も
運
ん
だ
。
瓦
は
奈
良
丘

陵
各
地
に
作
っ
た
窯
で
焼
き
上
げ
た
が
間

に
合
わ
ず
、
明
日
香
や
藤
原
宮
の
建
物
を

解
体
、
柱
や
瓦
も
再
利
用
し
た
。
各
地
か

ら
民
を
労
役
に
動
員
し
た
壮
大
な
公
共
事

業
で
あ
る
。

７
１
０
年
、
完
成
。
当
時
の
人
口
１０
万

人
以
上
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
点
、
平

城
京
は
国
際
都
市
で
あ
っ
た
。
各
地
か
ら

各
階
層
の
人
々
が
集
ま
り
、
朝
廷
の
支
配

が
及
ば
な
い
東
北
地
方
や
南
西
諸
島
の
人

々
、
新
羅
や
渤
海
、
唐
、
ペ
ル
シ
ャ
、
イ

ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
も
外
国
人
が
渡

来
。
本
格
的
な
首
都
機
能
だ
け
で
な
く
、

国
際
都
市
と
し
て
活
動
し
た
人
類
共
有
の

「
世
界
遺
産
」
で
あ
る
。

世
界
遺
産
・
特
別
史
跡
の
平
城
京
跡
。

古
都
は
そ
の
陣
容
が
現
代
ま
で

残
る
稀
有
の
遺
産
だ
。
今
、
大

極
殿
の
復
元
工
事
が
進
み
、
記

念
事
業
の
目
玉
と
し
て
１０
年

春
、
一
般
公
開
さ
れ
る
。
大
極

殿
か
ら
南
に
真
っ
直
ぐ
伸
び
る

朱
雀
大
路
に
は
、
既
に
復
元
さ

れ
た
朱
塗
り
の
朱
雀
門
が
、
天

平
の
昔
を
偲
ば
せ
る
威
容
を
見

せ
る
。

こ
れ
ら
施
設
は
、
記
念
事
業

を
通
し
て
歴
史
・
文
化
遺
産
の

意
義
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

他
、
諸
外
国
と
の
交
流
促
進
や

観
光
交
流
の
拡
大
、
関
西
圏
の

振
興
も
目
指
す
。
古
都
は
今
、

来
年
の
国
家
的
イ
ベ
ン
ト
幕
開

け
に
向
け
、
準
備
が
着
々
と
進
む
。

青
丹
（
あ
を
に
）
よ
し
奈
良
の
都
は
咲
く
花
の

薫
（
に
ほ
）
ふ
が
ご
と
く
今
盛
り
な
り

万
葉
歌
人
小
野
老
（
お
の
の
お
ゆ
）
は
平
城
京
を
こ
う
詠
ん
だ
。
遷
都
の
年
は

「
７
１
０
（
南
都
）
き
れ
い
な
平
城
京
」
な
ど
語
呂
合
わ
せ
で
有
名
。
２
０
１
０

年
は
日
本
初
の
本
格
的
な
首
都
「
平
城
京
」
の
誕
生
１
３
０
０
年
。
計
画
都
市
の

原
点
だ
。
国
は
昨
秋
「
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
事
業
」
を
閣
議
了
解
し
、
平

城
宮
跡
を
「
国
営
飛
鳥
・
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
」
の
平
城
宮
跡
区
域
に
整
備
す
る

閣
議
決
定
を
し
た
。
古
来
、
都
市
造
り
は
道
路
造
り
が
根
幹
だ
。
奈
良
県
内
の
道

の
駅
も
、
奈
良
市
の
東
、
国
道
２５
号
の
道
の
駅
「
針
Ｔ
・
Ｒ
・
Ｓ
（
テ
ラ
ス
）
」

を
核
に
記
念
事
業
に
協
力
。
情
報
発
信
拠
点
の
モ
デ
ル
と
し
て
道
の
駅
の
新
た
な

姿
を
模
索
す
る
。
歴
史
や
文
化
、
風
景
と
の
出
合
い
。
温
故
知
新
。
遷
都
１
３
０

０
年
を
機
に
、
都
市
・
道
路
造
り
の
原
点
を
平
城
京
に
探
る
。

記念事業多彩に
２０１０年国

特集「平城京 遷都１３００年」

「環境に取り組むー輝く人たち」

列島保全への課題

新しい道の駅一覧

特集「道の駅と武将列伝」

国土学事始め なるほどブリッジ

話題の道の駅

グリーン・ツーリズム

読者の声 おもしろ万葉集

プレゼント・パズル

INDEX第２３号

空
か
ら
見
た
平
城
京
の
大
内
裏
、
平
城
宮
跡
。
中
央
が
２
０
１
０
年
に
完
成
す
る
復
元
作
業
中
の
第
１
次
大
極
殿
（
四
角
い
覆
い
）。

南
側
に
広
が
る
前
庭
（
第
１
次
朝
堂
院
）
が
「
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
祝
典
」
の
会
場
と
な
る
。
右
側
は
第
２
次
大
極
殿
。

中
央
手
前
は
平
城
宮
の
正
門
で
あ
る
朱
雀
門
。
東
西
に
は
近
鉄
奈
良
線
が
走
る
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
提
供
）
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奈
良
市
役
所
か
ら
大
宮
通

り
を
二
条
大
路
南
に
行
き
、

幅
７４
㍍
も
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ

ー
ト
朱
雀
大
路
を
北
に
進
む

と
、
復
元
さ
れ
た
朱
雀
門
に

圧
倒
さ
れ
る
。
青
い
空
に
朱

塗
り
の
赤
が
鮮
や
か
。
夜
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

前
方
に
は
巨
大
な
上
屋
。

復
元
中
の
第
一
次
大
極
殿
の

工
事
現
場
だ
。
今
は
覆
わ
れ

て
い
る
が
来
年
４
月
、
威
容

を
現
す
。
内
裏
や
宮
殿
、
役

所
な
ど
が
集
ま
る
平
城
京
の

中
心
で
あ
る
。

平
城
宮
跡
の
広
い
草
地
で

は
、
近
所
の
人
が
犬
を
散
歩

さ
せ
た
り
子
供
た
ち
が
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
に
興
じ
る
。
の

ど
か
な
現
代
の
大
公
園
。
東

の
彼
方
に
は
若
草
山
や
東
大

寺
の
大
仏
殿
が
、
ゆ
っ
た
り

と
古
都
を
見
守
る
。

平
城
宮
跡
の
東
南
端
に
、

復
元
整
備
さ
れ
た
東
院
庭
園

が
あ
る
。
入
る
と
別
世
界
が

広
が
っ
て
い
た
。
称
徳
天
皇

の
時
代
、
宴
会
や
儀
式
を
催

し
た
遊
園
だ
と
い
う
。
往
時

の
建
物
や
、
水
底

に
玉
石
を
敷
い
た

池
、
曲
走
す
る
小

川
が
再
現
さ
れ
て

お
り
、
天
平
時
代

の
優
雅
な
た
た
ず

ま
い
を
彷
彿
と
さ

せ
る
。

遺
跡
の
西
に
あ

る
平
城
宮
跡
資
料

館
は
、
発
掘
調
査

・
研
究
の
成
果
を

も
と
に
、
平
城
宮
を
分
か
り

や
す
く
展
示
。
出
土
し
た
土

器
、
瓦
、
銭
、
木
簡
な
ど
様

々
な
出
土
品
を
公
開
し
て
い

る
。発

掘
さ
れ
た
遺
構
を
そ
の

ま
ま
見
ら
れ
る
遺
構
展
示
館

を
見
学
。
入
口
を
入
る
と
左

に
巨
大
な
プ
ー
ル
の
よ
う
な

遺
構
。
地
中
に
多
数
の
穴
が

あ
る
。
密
集
し
た
１
㍍
四
方

の
柱
根
や
柱
穴
の
痕
跡
。
天

平
の
往
時
を
偲
ば
せ
る
。

完
成
間
近
の
第
一
次
大
極

殿
の
朱
色
の
大
型
模
型
を
前

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
太
田

尾
義
慶
さ
ん
が
解
説
し
て
く

れ
た
。
模
型
は
、
朱
の
円
柱

や
垂
木
な
ど
の
組
み
物
と
白

壁
が
目
に
ま
ぶ
し
い
。

「
大
極

殿

は

昨

秋
、
マ
ス

コ
ミ
に
公

開
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
完

成
し
て
い
ま
す
」
。
大
極
殿

は
横
４４
㍍
、
奥
行
き
１９
・
５

㍍
、
基
壇
の
高
さ
３
・
５
㍍

を
含
む
高
さ
２７
㍍
。
朱
雀
門

よ
り
大
き
い
。

内
裏
の
一
郭
か
ら
大
き
な

桶
状
の
井
戸
枠
が
見
つ
か
っ

た
。
直
径
１
・
７
㍍
、
高
さ

２
・
１
㍍
あ
り
、
巨
大
な
杉

を
繰
り
抜
い
た
井
戸
枠
に
驚

か
さ
れ
た
。

佐
賀
出
身
の
太
田
尾
さ
ん

は
大
阪
で
大
手
保
険
会
社
に

勤
め
て
い
た
。
定
年
退
職

後
、
終
（
つ
い
）
の
住
処
（
す

み
か
）
を
奈
良
に
決
め
た
。

「
考
古
学
が
好
き
な
ん
で

す
」
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
遺
跡
の
解
説
を
担
当
で
き

る
の
が
う
れ
し
い
。

「
資
料
館
は
６
月
以
降
閉

鎖
し
来
年
３
月
３１
日
ま
で
休

館
で
す
。
１
３
０
０
年
祭
に

備
え
改
装
し
ま
す
」
。
太
田

尾
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

都
市
計
画
は
道
路
計
画
と

も
言
え
る
。
最
近
の
再
開
発

事
業
や
区
画
整
理
事
業
も
ま

ず
道
路
網
を
整
備
す
る
。
わ

が
国
の
都
市
計
画
は
、
藤
原

京
、
平
城
京
以
来
、
道
路
計

画
が
優
先
さ
れ
て
き
た
。
長

安
を
手
本
に
宮
城
を
京
の
北

端
に
置
き
、
中
軸
線
を
京
の

縦
の
中
心
線
と

し
、
東
西
に
各
４

本
の
大
路
、
宮
の

北
端
か
ら
南
へ
も

大
路
を
配
し
て
京

の
範
囲
と
し
た
。

平
城
の
地
は
宮

都
建
設
以
前
か
ら

条
里
型
水
田
が
広

が
り
、
地
図
を
描

く
の
に
好
都
合
。

宮
都
の
プ
ラ
ン
と

平
城
の
地
の
縮
尺

図
を
重
ね
、
合
致

す
る
位
置
を
探
っ

た
の
だ
ろ
う
。
中

心
線
を
既
存
の
宮
道
の
下
ツ

道
に
合
わ
せ
、
北
端
は
地
形

の
改
変
や
古
墳
の
破
壊
が
最

小
限
で
済
む
程
度
の
丘
陵
地

縁
辺
に
し
た
。

幅
広
い
直
線
道
路
を
造
っ

た
の
は
、
外
国
賓
客
に
見
せ

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

の
役
割
や
、
地
域
の
豪
族
・

住
民
へ
の
力
の
誇
示
と
も
い

う
。
地
方
の
経
済
力
や
技
術

力
で
は
建
設
出
来
な
い
規
模

の
道
路
の
存
在
が
、
中
央
政

府
の
強
大
な
権
威
を
誇
示
す

る
役
割
を
担
っ
た
。

遷
都
は
古
代
の
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。
政
権
に
求
心

力
を
持
た
せ
る
効
果
的
な
事

業
だ
っ
た
、
と
言
え
る
。

「青丹よし」は「奈良」の枕詞。

青は古代、緑の意味で使われた。

「丹色（にいろ）」は朱色を指す。

頭の赤い鶴を丹頂鶴と呼ぶよう

に、丹は赤である。古来、朱を神

社、仏閣、宮殿に使った。木々の

緑に囲まれた古都。平城京は整然

と並ぶ朱色の建築物と緑のコント

ラストが鮮やか。遷都１３００年で復

元された平城京はまさに「青丹よ

し」。咲く花の薫うがごとき、春

の大和路を訪ねた。

家
の
立
地
は
、
北
風
を
遮

る
山
が
あ
り
、
飲
料
水
は
得

や
す
い
が
湿
気
が
少
な
く
、

眺
望
の
よ
い
所
で
、
食
料
獲

得
の
場
に
近
く
、
交
通
の
便

の
よ
い
こ
と
な
ど
。

平
城
京
も
こ
う
し
て
選
ば

れ
た
。

７
１
０
年
、
藤
原
京
か
ら

移
っ
た
平
城
京
は
、
恭
仁
京

や
紫
香
楽
宮
へ
遷
都
し
た
時

期
を
除
く
と
、
７
８
４
年
の

桓
武
天
皇
の
長
岡
京
遷
都
ま

で
、
政
治
の
中
心
だ
っ
た
。

南
北
に
長
い
長
方
形
。
中
央

の
朱
雀
大
路
が
右
京
と
左
京

を
分
け
、
左
京
の
傾
斜
地
に

外
京（
げ
き
ょ
う
）が
あ
る
。

東
西
は
一
条
か
ら
九
条
大

路
、
南
北
は
左
京
、
右
京
と

も
一
坊
か
ら
四
坊
の
大
通
り

を
通
し
た
、
条
坊
制
の
都
市

計
画
で
あ
る
。

東
西
６
・
３
㌔
、
南
北
４

・
７
㌔
に
及
ぶ
。

新
都
造
営
や
遷
都
に
は
、

泊
瀬
川
と
佐
保
川
の
水
運
が

利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
後

に
桓
武
天
皇
が
長
岡
京
へ
遷

都
を
決
め
た
理
由
の
一
つ
が

水
不
足
だ
っ
た
。

平
城
京
は
用
水
の
確
保
が

課
題
だ
っ
た
。
大
き
な
川
か

ら
離
れ
て
い
て
船
で
の
大
量

輸
送
が
出
来
ず
、
食
料
な
ど

を
効
率
的
に
運
べ
な
い
。
小

さ
な
川
は
あ
る
が
、
人
口
１０

万
人
を
抱
え
て
常
に
水
不

足
。
生
活
排
水
や
排
泄
物
は

道
路
脇
の
側
溝
に
捨
て
、
川

の
水
で
流
す
仕
組
み
だ
っ
た

が
、
衛
生
状
態
は
限
界
だ
っ

た
。

今
年
の
２
月
２５
日
か
ら
２８

日
に
か
け
て
、
東
京
の
臨
海

副
都
心
地
区
で
、「
Ｉ
Ｔ
Ｓ-

Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
２
０
１
０
公

開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
の
方
々
を

対
象
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

イ
、
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

（
安
全
運
転
支

援

シ

ス

テ

ム
）
、
Ａ
Ｓ
Ｖ

（
先
進
安
全
自

動
車
）
の
各
シ

ス
テ
ム
の
体
験

試
乗
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
公

開
展
示
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
ウ

ェ
イ
の
体
験
試

乗
会
で
は
、
一

般
の
方
も
実
験

車
に
同
乗
し
、

首
都
高
速
道
路

上
の
次
の
安
全

運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
を
体
験

し
て
頂
き
ま
し
た
。

①
前
方
状
況
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
（
ト
ン
ネ
ル
や
渋
滞
頻

度
の
高
い
個
所
の
交
通
状
況

を
静
止
画
で
提
供
や
ド
ラ
イ

バ
ー
の
ル
ー
ト
選
択
を
支
援

す
る
道
路
交
通
情
報
提
供
）

②
前
方
障
害
物
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
（
見
通
し
の
悪
い
カ

ー
ブ
や
ト
ン
ネ
ル
の
先
の
停

止
車
両
や
渋
滞
を
セ
ン
サ
ー

で
感
知
し
、
カ

ー
ブ
や
ト
ン
ネ

ル
の
進
入
前
に

画
像
と
音
声
で

情
報
提
供
）

③
合
流
支
援
情

報
提
供
シ
ス
テ

ム
（
合
流
し
て

く
る
車
両
の
存

在
を
セ
ン
サ
ー

で
感
知
し
、
合

流
部
の
手
前
で

画
像
と
音
声
に

よ
り
本
線
を
走

行
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
情
報
提

供
）

④
電
子
標
識
情

報
提
供
シ
ス
テ

ム
（
高
速
道
路

の
ラ
ン
プ
入
口

等
で
標
識
情
報
を
画
像
で
ド

ラ
イ
バ
ー
に
情
報
提
供
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ス
マ
ー

ト
ウ
ェ
イ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
慶
應
義
塾
大
学
の
川
嶋

弘
尚
教
授
を
お
招
き
し
、「
次

世
代
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
」
に
つ
い
て
、
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

首
都
高
速
道
路
㈱
長
谷
川
康

司
会
長
及
び
阪
神
高
速
道
路

㈱
田
中
宰
会
長
を
お
招
き

し
、
川
嶋
教
授
を
含
め
、
安

全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
以
外

の
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ

ス
も
含
め
、
お
客
様
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
観
点
か
ら
討
論

さ
れ
ま
し
た
。

屋
内
展
示
会
で
は
、
ス
マ

ー
ト
ウ
ェ
イ
の
取
り
組
み

や
、
そ
の
効
果
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連
メ

ー
カ
ー
が
開
発
し
た
次
世
代

型
の
車
載
器
や
路
側
機
が
初

め
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
「
Ｉ
Ｔ
Ｓ-

Ｓ
Ａ

Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
２
０
１
０

公
開

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」

に
よ
り
、
世
界
一
安
全
な
車

の
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
り
、
ス

マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
今
後
の
期

待
に
つ
い
て
も
、
ご
理
解
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交

通
管
理
課
高
度
道
路
交
通
シ

ス
テ
ム
推
進
室
長

奥
谷

正

遺
構
展
示
館
は
、
発
掘
時
の
遺
構
も
保
存
さ
れ
て
い
る

発掘された展示物を解説するボラン

ティアの太田尾さん

公開デモンストレーション開催

世界一安全な車がお台場に！

ＩＴＳ-ＳＡＦＥＴＹ２０１０

復元された朱雀門は、既に人気の観光スポットに

平城宮跡資料館に展示されて

いる大極殿の復元模型

東大寺大仏殿の威容は、奈良

のシンボルだ

次世代型車載器を構成する新型受信ユニット

（左）と次世代型カーナビ（右）

体験試乗会に用いた実験車
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日
本
の
本
格
的
な
首
都

「
平
城
京
」
誕
生
１
３
０
０

年
に
あ
た
る
２
０
１
０
年
、

奈
良
県
を
中
心
に
「
平
城
遷

都
１
３
０
０
年
祭
」
が
多
彩

に
展
開
さ
れ
る
。
総
事
業
費

約
１
０
０
億
円
の
壮
大
な
記

念
イ
ベ
ン
ト
だ
。
日
本
の
歴

史
・
文
化
が
連
綿
と
続
い
た

こ
と
を「
祝
い
、
感
謝
す
る
」

と
と
も
に
「
日
本
の
始
ま
り

奈
良
」
を
素
材
に
、
過
去
・

現
在
・
未
来
の
日
本
を
考
え

る
。
中
核
は
「
平
城
遷
都
１

３
０
０
年
記
念
祝
典
」
や「
東

ア
ジ
ア
未
来
会
議

奈
良
２

０
１
０
」
な
ど
国
家
的
、
国

民
的
事
業
だ
。

平
城
宮
跡
な
ど
の
歴
史
・

文
化
資
産
の
意
義
を
改
め
て

知
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
諸
外

国
と
の
交
流
促
進
や
観
光
交

流
を
拡
大
し
、
関
西
圏
の
振

興
を
図
る
。
奈
良
全
体
を
国

際
的
な
歴
史
文
化
観
光
拠
点

と
し
て
、
奈
良
・
関
西
の
継

続
的
な
観
光
周
遊
シ
ス
テ
ム

の
構
築
も
目
指
す
。

記
念
事
業
は
、
平
城
宮
跡

事
業
、
県
内
各
地
事
業
、
関

連
広
域
事
業
を
中
心
に
、
１

年
間
の
会
期
中
、
全
体
で
１

２
０
０
～
１
３
０
０
万
人
の

人
出
を
予
想
し
て
い
る
。

主
な
事
業
は
次
の
通
り
。

【
平
城
宮
跡
事
業
】

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念

式
典
（
１０
月
）
▽
大
極
殿
完

成
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
４
月
）

▽
花
と
緑
の
フ
ェ
ア
（
４
～

５
月
）
▽
光
と
灯
り
の
フ
ェ

ア
（
８
月
）
▽
平
城
京
フ
ェ

ア
（
１０
～
１１
月
）
。
他
に
通

期
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
展
示

施
設
「
平
城
京
歴
史
館
」
や

遣
唐
使
船
復
原
展
示
、
平
城

宮
跡
探
訪
ツ
ア
ー
、
古
代
行

事
の
再
現
な
ど
も
。

【
県
内
各
地
事
業
】

「
巡
る
奈
良
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
季
節
ご
と
に
県
内
を

周
遊
・
探
訪
で
き
る
「
奈
良

歴
史
探
訪
回
廊
」
▽
秘
宝
・

秘
仏
特
別
公
開
や
特
別
講
話

▽
「
四
神
を
巡
る
」
各
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
▽
全
国
都
市
緑

化
な
ら

フ
ェ
ア
▽
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
▽
平
城
遷

都
１
３
０
０
年
記
念
「
奈
良

マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
０
」な
ど
。

他
に
、
奈
良
国
立
博
物
館

や
県
文
化
会
館
、
県
立
美
術

館
な
ど
で
遣
唐
使
展
や
様
々

な
特
別
展
を
開
催
、
「
平
成

万
葉
千
人
一
首
」
の
完
成
記

念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
。

【
関
連
広
域
事
業
】

「
東
ア
ジ
ア
未
来
会
議

奈
良
２
０
１
０
」
と
し
て
、

東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
発
展
の

土
台
を
築
く
た
め
「
東
ア
ジ

ア
地
方
政
府
会
合
」
や
「
日

本
と
東
ア
ジ
ア
の
未
来
を
考

え
る
委
員
会
」
を
開
催
。
他

に
、
世
界
歴
史
都
市
会
議
、

東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会

議
な
ど
、
多
様
な
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
も
計
画
し
て
い
る
。

青
森
の
県
庁
所
在
地
は
青
森
市

だ
。
青
森
名
物
の「
ね
ぶ
た
」も
、

観
光
と
し
て
有
名
な
の
は
青
森
市

の
「
ね
ぶ
た
」
だ
ろ
う
。
青
函
連

絡
船
が
な
く
な
り
、
新
幹
線
も
現

在
の
と
こ
ろ
八
戸
止
ま
り
で
、
交

通
の
要
衝
と
し
て
の
役
割
が
減
退

し
た
青
森
市
に
と
っ
て
、
ね
ぶ
た

は
一
大
観
光
資
源
だ
。

確
か
に
、
大
き
な
人
形
型
の
ね

ぶ
た
が
大
勢
の
観
光
客
の
興
奮
の

中
、
「
ラ
ッ
セ
ラ
ー
、
ラ
ッ
セ
ラ

ー
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
踊
り

ま
く
る「
は
ね
と
」と
と
も
に
市
街

地
を
練
り
歩
く
様
は
、
青
森
の
一

大
名
物
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
同
じ
よ
う
な
祭
り
は

青
森
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
弘

前
で
は
こ
れ
を
「
ね
ぷ
た
」
と
呼

ん
で
い
る
。
岩
木
山
の
山
麓
に
山

荘
を
持
っ
て
い
る
知
人
が
い
る
関

係
で
、
弘
前
は
時
々
訪
れ
る
。

津
軽
藩
の
城
下
町
ら
し
く
落
ち

着
い
た
趣
の
あ
る
町
で
見
所
も
多

く
、
私
の
好
き
な
町
の
ひ
と
つ

だ
。
「
ね
ぷ
た
」
も
、
青
森
に
比

べ
る
と
小
ぶ
り
の
扇
型
で
、
は
ね

と
な
ど
も
い
な
く
て
、
「
ヤ
ー
ヤ

ド
ー
」
の
声
と
と
も
に
、
街
中
を

堂
々
と
進
ん
で
い
く
の
も
好
ま
し

い
感
じ
が
す
る
。

お
城
の
周
り
の
堀
に
沿
っ
て
咲

く
桜
も
素
晴
ら
し
い
。
東
京
の
桜

は
す
で
に
終
わ
っ
た
が
、
弘
前
は

今
ご
ろ
が
見
ご
ろ
だ
ろ
う
か
。
も

う
一
つ
う
れ
し
い
こ
と
は
、
周
辺

に
嶽
温
泉
、
百
沢
温
泉
な
ど
い
く

つ
か
の
温
泉
が
点
在
し
て
い
る
こ

と
で
、
岩
木
山
神
社
も
含
め
て
見

所
は
沢
山
あ
る
し
、
秋
の
リ
ン
ゴ

が
色
づ
く
こ
ろ
も
、
美
し
い
風
景

だ
。忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
世
界

遺
産
（
自
然
遺
産
）
に
登
録
さ
れ

て
い
る
白
神
山
地
が
、
弘
前
の
西

側
の
西
目
屋
村
か
ら
広
が
っ
て
い

る
こ
と
だ
。
そ
こ
か
ら
は
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
暗
門
の
滝

な
ど
素
晴
ら
し
い
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ブ
ナ
の
林
の
中
を
２
、

３
時
間
ゆ
っ
く
り
と
散
策
す
れ

ば
、
気
持
ち
が
す
っ
き
り
す
る
こ

と
間
違
い
な
い
と
思
う
。

温
泉
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
少
な

く
と
も
１
泊
は
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
た
い
。
欲
を
言
え
ば
、
時
間

の
あ
る
人
に
は
弘
前
か
ら
五
能
線

で
能
代
方
面
に
向
か
う
こ
と
も
面

白
い
と
思
う
。
半
世
紀
ほ
ど
前
の

こ
と
だ
が
車
窓
か
ら
見
た
日
本
海

の
景
色
は
雄
大
で
、
今
も
記
憶
に

残
っ
て
い
る
。 奈

良
県
に
は
１２
の
道
の
駅

が
あ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
憩

い
の
場
や
様
々
な
情
報
を
提

供
し
、
地
域
づ
く
り
の
取
り

組
み
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。
遷
都
１
３
０
０
年
記
念

事
業
で
も
、
道
の
駅
が
連
携

し
Ｐ
Ｒ
に
協
力
す
る
体
制
を

構
築
す
る
。

中
で
も
、
奈
良
市
針
町
の

名
阪
国
道
（
国
道
２５
号
）
と

国
道
３
６
９
号
が
交
差
す
る

針
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
す
る
道
の
駅

「
針
Ｔ
・
Ｒ
・
Ｓ
（
テ
ラ

ス
）
」
は
、
大
阪
か
ら
車
で

１
時
間
、
名
古
屋
か
ら
も
２

時
間
の
位
置
に
あ
り
、
奈
良

市
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
重

要
な
位
置
を
占
め
る
。

こ
の
道
の
駅
針
テ
ラ
ス

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
的
な
手
法
で
事

業
構
築
を
行
っ
た
施
設
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
は
、
公
共
施
設
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
場
合
、

従
来
型
の
公
共
施
設
整
備
と

異
な
り
、
民
間
資
金
を
利
用

し
て
、
民
間
に
施
設
整
備
と

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委

ね
る
「
民
活
手
法
」。そ
の
道

の
駅
だ
け
に
、
記
念
事
業
を

機
に
新
た
な
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
、
未
来
型
の
道
の
駅

を
目
指
す
。

針
テ
ラ
ス
は
約
４
０
０
台

収
容
可
能
な
駐
車
場
が
あ

り
、
南
イ
タ
リ
ア
風
の
建
物

デ
ザ
イ
ン
で
名
阪
国
道
随
一

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
と
、
観

光
･
道
路
な
ど
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
情
報
を
提
供
す
る

施

設
を
完
備
。
針
テ
ラ
ス
の
あ

る
都
祁
は
早
く
か
ら

人
が

定
住
、
独
自
文
化
を
育
み
古

代
国
家「
闘
鶏（
つ
げ
）国
」を

築
い
た
。
中
世
は
伊
勢
街
道

を
中
心
に
交
通
の
要
衝
と
し

て
栄
え
、文
化
遺
産
も
多
い
。

針
テ
ラ
ス
は
立
地
か
ら
県

外
利
用
者
が
多
く
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
が
可
能
で
、
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
祭
や
全
国
都
市

緑
化
な
ら
フ
ェ
ア
な
ど
の
情

報
発
信
拠
点
と
し
て
、
県
外

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
観
光
地
へ

の
誘
導
の
重
責
を
担
う
。

記
念
事
業
協
会
と
し
て

「
道
の
駅
」
を
Ｐ
Ｒ
に
利
用

す
る
の
は
初
の
試
み
で
、
国

（
奈
良
国
道
事
務
所
）
や
県

も
協
力
し
て
道
の
駅
か
ら
観

光
情
報
を
発
信
す
る
の
は
珍

し
い
取
り
組
み
だ
。

大
型
ス
チ
ー
ル
パ
ネ
ル
や

関
連
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
掲
示

が
中
心
だ
が
、
来
年
に
か
け

て
新
し
い
情
報
発
信
の
方
法

な
ど
を
開
発
、
研
究
し
、
県

内
の
道
の
駅
の
中
核
だ
け
で

な
く
、
全
国
の
モ
デ
ル
的
な

道
の
駅
の
あ
り
方
を
探
る
。

二
輪
車
駐
車
場
の
整
備
は

当
面
①
地
方
自
治
体
が
商
業

施
設
や
集
合
住
宅
に
駐
車
場

設
置
義
務
を
課
す
条
例
を
導

入
②
既
存
駐
車
場
や
自
転
車

駐
輪
場
で
二
輪
車
受
け
入
れ

を
促
進
③
路
上
駐
車
場
設

置
、
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
自
治
体
な
ど
は
財
政

上
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
路

上
駐
車
場
設
置
を
重
点
に
取

り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
。

路
上
駐
車
場
は
、
道
路
法

施
行
令
の
改
正
で
、
道
路
管

理
者
か
ら
占
有
許
可
を
得

て
、
自
治
体
を
は
じ
め
民
間

団
体
や
企
業
も
、
二
輪
車
駐

車
場
を
設
置
、
運
用
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
路
外

駐
車
場
整
備
に
比
べ
、
用
地

確
保
や
費
用
面
で
負
担
が
少

な
く
、
今
後
、
路
上
駐
車
場

の
設
置
を
加
速
さ
せ
る
べ
き

で
す
。

欧
州
の
主
要
都
市
は
、
可

能
な
限
り
道
路
空
間
を
有
効

活
用
し
、
様
々
な
工
夫
を
凝

ら
し
て
路
上
二
輪
車
駐
車
場

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

「
街
中
に
バ
イ
ク
を
止
め

る
場
所
が
無
い
！
」「
ど
こ
に

止
め
れ
ば
い
い
の
か
？
」
多

く
の
人
が
困
っ
て
い
ま
す
。

二
輪
車
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

で
自
由
な
移
動
を
可
能
に

し
、
機
動
性
が
高
く
、
経
済

的
で
省
エ
ネ
・
省
ス
ペ
ー

ス
。
保
有
台
数
は
約
１
３
０

０
万
台
、
国
民
１０
人
に
１
台

の
割
合
で
普
及
し
、
生
活
や

仕
事
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手

段
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
６
年
６
月
の
新
し

い
駐
車
違
反
取
締
制
度
に
よ

り
、
二
輪
車
の
駐
車
違
反
取

締
り
件
数
が
激

増
。
新
制
度
前
の

０５
年
に
比
べ
、
０７

年
の
取
締
り
件
数

は
１１
万
台
か
ら
５２

万
台
と
、
約
５
倍

に
増
え
ま
し
た
。

駅
周
辺
や
繁
華

街
に
は
二
輪
車
の

駐
車
場
が
め
っ
た

に
あ
り
ま
せ
ん
。

二
輪
車
は
、
ク
ル

マ
や
自
転
車
の
駐

車
（
輪
）
場
に
止

め
ら
れ
な
い
こ
と

が
多
く
、
路
上
駐

車
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

二
輪
車
に
と
っ
て
駐
車
場
不

足
は
、
ま
さ
に
�
非
常
事

態
�
で
す
。

国
は
二
輪
車
の
駐
車
場
整

備
促
進
の
た
め
四
輪
車
対
象

の
「
駐
車
場
法
」
に
自
動
二

輪
車
を
加
え
「
道
路
法
施
行

令
」
を
改
正
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
輪
車
駐
車
場

の
整
備
を
促
進
す
べ
き
地
方

自
治
体
は
「
自
転
車
の
放
置

対
策
で
二
輪
車
ま
で
手
が
回

ら
な
い
」
「
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
無
い
」
な
ど
か
ら
、
二
輪

車
の
駐
車
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
め
て
い
な
い
の
が
実

情
。
民
間
の
協
力
を
得
る
の

も
採
算
性
の
不
安
な
ど
か

ら
、
当
面
は
難
し
い
と
の
指

摘
も
あ
り
ま
す
。

社
団
法
人

日
本
自
動
車
工

業
会

Ｕ
Ｒ
Ｌ
‥h

t
t
p
:
/

/
w
w
w
.
j
a
m
a
.
o
r
.
j
p

二
輪
車
駐
車
場
の
整
備
促
進
は
急
務
‼

「
日
本
」「
関
西
」
を
考
え
る

奈
良
中
心
に
記
念
事
業

情
報
発
信「
針
テ
ラ
ス
」

「東アジア未来会議」

「奈良歴史探訪回廊」

ビジネス街に設置された二輪車駐車

スペース。整然と並んで、周囲の風

景に溶け込んでいる（ロンドン）

世界一流のブティックが建ち並

ぶモンテナポレオーネ通り付近

（ミラノ）

道の駅「針テラス」全景

バ
イ
ク
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
‼

道
の
駅
「
針
テ
ラ
ス
」
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

自動二輪車

●二輪車の駐車違反取締り件数の推移

国民生活センター顧問

糠谷 真平

原付

ね
ぷ
た
の
弘
前

津
軽
の
城
下
町
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２１
世
紀
の
人
類
共
通
の
最

大
の
課
題
の
一
つ
が
地
球
温

暖
化
問
題
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大

気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

の
急
激
な
増

加
を
ど
う
食
い
止
め
る
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

で
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
５０

％
の
削
減
を
目
指
す
合
意
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は

「
福
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し

て
、
国
際
社
会
に
貢
献
す
る

た
め
、
環
境
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
科
学
・
工
業
な
ど
の
技
術

立
国
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め

に
も
、
５０
年
ま
で
に
６０
～
８０

％
を
削
減
す
る
と
い
う
高
い

目
標
を
公
表
し
ま
し
た
。

環
境
モ
デ
ル
都
市
が
全
国

で
選
ば
れ
、
各
都
市
は
高
い

目
標
を
掲
げ
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
培
っ
た
体
験
と
市
民
力

に
基
づ
き
、
他
の
都
市
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
Ｃ
Ｏ
２

削

減
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
取
り
組
み

の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
Ｃ

Ｏ
２

削
減
と
同
時
に
、
都
市

や
地
域
の
活
性
化
も
目
指
し

て
い
る
こ
と
で
す
。

Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
い
う
と

「
な
る
べ
く
活
動
し
な
い
、

じ
っ
と
し
て
い
る
、
消
費
を

し
な
い
、
我
慢
を
す
る
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で

す
が
、
そ
れ
で
は
日
本
の
将

来
は
暗
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
環
境
モ
デ
ル
都
市
は
、

む
し
ろ
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
地
域

や
産
業
の
活
性
化
も
同
時
に

狙
う
意
欲
的
な
も
の
で
す
。

大
都
市
で
は
、
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
交
通
シ
ス
テ
ム

の
開
拓
、
環
境
負
荷
が
小
さ

く
人
に
優
し
い
都
市
へ
の
変

革
な
ど
が
ト
ラ
イ
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
も
大
き
な
挑
戦
が
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

例
と
し
て
、
北
海
道
の
下

ゆ
す

は
ら

川
町
と
、
高
知

県
の
檮
原

町
を
簡
単

に
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

檮
原
町
と
下
川
町
は
人
口

が
５
０
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ

な
町
で
、
町
域
の
ほ
と
ん
ど

は
森
林
で
す
。
二
つ
の
町
に

共
通
な
活
性
化
と
地
球
環
境

問
題
へ
の
戦
略
は
「
人
が
、

地
域
が
元
気
に
な
り
、
森
が

元
気
に
な
れ
ば
、
森
の
Ｃ

Ｏ
２

吸
収
量
が
増
加
し
、
日

本
そ
し
て
世
界
に
貢
献
で
き

る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
「
無
駄
に
Ｃ

Ｏ
２

を
排
出
せ
ず
、
太
陽
光

発
電
や
小
水
力
発
電
所
な
ど

を
最
先
端
の
技
術
を
用
い

て
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
転
換
を
地
域
特
性
も

考
え
て
進
め
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
を
削
減
す
る
」
と
い
う
努

力
も
、
高
い
レ
ベ
ル
で
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
削
減
量
に
比
べ
る
と

桁
の
違
う
量
の
Ｃ
Ｏ
２

が
森

林
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
吸
収

さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２

を
再
び
大
気

中
に
放
出
し
な
い
こ
と
、
つ

ま
り
木
材
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
、
森
林
吸
収
を
さ

ら
に
進
め
る
た
め
に
も
重
要

で
す
。

木
材
価
格
の
低
下
に
よ
っ

て
林
業
の
経
営
は
き
わ
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

二
つ
の
町
で
は
、
森
の
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
と
で
も
い
う
べ
き

徹
底
的
な
森
林
の
利
活
用
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
森
を
し

ゃ
ぶ
り
尽
く
す
の
で
す
。
建

材
と
し
て
の
使
用
価
値
を
高

め
る
様
々
な
工
夫
を
住
宅
メ

ー
カ
ー
な
ど
と
共
同
開
発

し
、
間
伐
材
や
端
材
を
使
っ

た
木
質
燃
料
（
ペ
レ
ッ
ト
）

の
開
発
、
端
材
を
使
っ
た
名

刺
、
箸
な
ど
小
物
の
特
産
品

開
発
、
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
を
、
植
林
｜
育
林

・
間
伐
｜
伐
採
｜
活
用
｜
植

林
と
い
う
長
い
サ
イ
ク
ル
で

考
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
立
性

を
高
め
て
い
く
、
極
め
て
大

き
な
挑
戦
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
森
だ
け
で

な
く
、
道
路
や
交
通
の
整
備

と
情
報
発
信
が
重
要
で
す
。

森
の
管
理
や
育
林
を
効
果

的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
た

め
作
業
路
の
整
備
が
必
要
で

す
。
森
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を

作
る
に
も
、
製
品
を
市
場
に

出
す
に
も

交
通
条
件
を
良

く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。森

の
特
産
品
や
森
そ
の
も

の
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

「
水
を
作
る
」
「
空
気
を
作

る
」
と
い
っ
た
森
の
価
値
と

機
能
を
、
都
会
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
に
も
、
交
通
の
確

保
と
道
路
の
整
備
、
口
コ
ミ

や
ミ
ニ
コ
ミ
を
通
じ
て
の
情

報
発
信
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
大
き
な
流
れ
の

中
で
、
森
林
、
環
境
、
観
光

を
組
み
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス

の
展
開
が
、
ま
さ
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

本
紙
を
通
し
て
、
各
地
の

地
球
環
境
問
題
と
地
域
の
元

気
化
へ
の
取
り
組
み
例
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
各

地
の
活
き
活
き
し
た
取
り
組

み
と
、
そ
れ
を
担
う
人
た
ち

の
生
き
方
や
考
え
方
を
知
る

こ
と
は
、
道
路
ユ
ー
ザ
ー
と

し
て
、
地
球
市
民
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
や
地
域
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
、
と
て
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
新
連
載

を
受
け
て
の
活
発
な
意
見
交

換
に
期
待
し
ま
す
。

「
ル
ー
ト
プ
レ
ス

２１
」
紙
の
新
た
な
連
載

「
環
境
に
取
り
組
む
∥

輝
く
人
た
ち
」
開
始
に

あ
た
り
、
政
府
の
「
地

球
温
暖
化
問
題
に
関
す

る
懇
談
会
」
メ
ン
バ
ー

の
一
人
と
し
て
、
所
感

を
述
べ
て
み
た
い
、
と

思
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
３
月
２９
日
、
も

っ
た
い
な
い
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
植
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
分
県
日
田
市

中
津
江
村
で
の
植
樹
会
。
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
岡
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
と
子
ど
も
た
ち
、
地
元
日

田
市
中
津
江
・
前
津
江
村
の
子

ど
も
会
な
ど
約
７０
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た

１

石
田
東
生
氏

特
別

寄
稿

筑
波
大
学
教
授

「
森
」を
徹
底
活
用

小
さ
な
町

北海道・下川町
ゆす はら

高知県・檮原町
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６５
歳
の
時
に
北
海
道
の
宗
谷

岬
か
ら
ふ
る
さ
と
の
那
覇
市
ま

で
、
日
本
海
沿
岸
を
歩
い
て
南

下
し
ま
し
た
。
５
カ
月
間
で
約

３
３
０
０
㌔
歩
く
日
本
縦
断
で

す
。
利
尻
富
士

が
海
に
浮
か
ぶ

よ
う
に
見
え
た

り
、
夕
日
が
落
ち
る
の
を
ず
っ

と
眺
め
た
り
。
疲
れ
る
ど
こ
ろ

か
ゴ
ー
ル
す
る
の
が
惜
し
か
っ

た
。
感
動
の
多
い
旅
で
し
た
。

朝
、
家
の
窓
か
ら
諏
訪
湖
を

見
渡
し
て
い
る
と
今
日
は
湖
を

１
周
し
よ
う
と
か
、
裏
の
霧
ケ

峰
ま
で
行
っ
て
み
よ
う
と
か
思

い
た
つ
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
ふ
う
に
気
が
向
い
て
塩
尻

（
長
野
）
か
ら
中
津
川
（
岐

阜
）
ま
で
の
木
曽
路
約
１
２
０

㌔
を
３
泊
４
日
で
歩
い
て
み
た

ら
割
合
楽
に
感
じ
た
ん
で
す

ね
。
自
信
を
つ
け
、
長
年
の
夢

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
た
わ
け

で
す
。

１
時
間
３
㌔
の
ペ
ー
ス
で
１

日
平
均
２５
㌔
。
ゆ
っ
く
り
と
あ

ま
り
考
え
ず
無
心
に
歩
く
。
そ

れ
が
歩
く
楽
し
さ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
雨
に
降
ら
れ
て
骨

ま
で
濡
れ
る
か
と
思
う
ほ
ど
び

し
ょ
ぬ
れ
に
な
り
ま
し
た
が
、

悪
天
候
で
も
休
み
は
な
し
。
足

の
裏
が
腫
れ
あ
が
り
階
段
を
這

っ
て
上
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
水
ぶ
く
れ
が
破
れ
靴
下
は

び
し
ょ
び
し
ょ
。
で
も
歩
い
て

い
る
う
ち
に
治
り
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
風
景
を
見
て
、

旅
館
に
着
く
と
お
風
呂
、
ビ
ー

ル
。
１
泊
７
０
０
０
円
前
後
で

食
べ
き
れ
な
い
く
ら
い
の
海
の

幸
が
振
る
舞
わ
れ
言
う
こ
と
な

し
で
す
。
宿
は
カ
ミ
さ
ん
が
家

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約

し
て
く
れ
る
の
で
、
私
は
た
だ

１３
㌔
の
荷
物
を
背
負
っ
て
歩
け

ば
い
い
。
こ
れ
は
助
か
り
ま
し

た
。途

中
、
一
緒
に
歩
こ
う
と
す

る
人
が
何
人
か
い
ま
し
て
ね
。

私
を
待
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
最

後
ま
で
同
行
す
る
つ
も
り
の
人

も
い
て
「
申
し
訳
な
い
け
ど
１

時
間
だ
け
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ

う
」と
断
り
ま
し
た
。誰
か
と
歩

く
と
話
を
し
な
く
て
は
と
か
自

動
車
が
来
た
ら
ケ
ガ
を
さ
せ
な

い
よ
う
に
と
か
気
を
使
う
で
し

ょ
う
。
考
え
が
あ
っ
ち
に
飛
ん

だ
り
こ
っ
ち
に
飛
ん
だ
り
、
何

も
考
え
な
か
っ
た
り
し
な
が
ら

一
人
で
ぼ
ん
や
り
歩
く
の
が
い

い
ん
で
ね
。
せ
っ
か
く
待
っ
て

て
く
れ
た
の
に
自
分
は
嫌
な
人

間
だ
な
と
今
で
も
思
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
取
材
中
、

何
度
か
危
な
い
目
に
遭
い
ま
し

た
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
反
政

府
勢
力
に
待
ち
伏
せ
さ
れ
、
２

年
前
に
は
検
査
入
院
中
に
心
筋

梗
塞
を
起
こ
し
て

死
に
か
け
ま
し

た
。
地
雷
を
踏
ん

で
大
破
す
る
前
に
私
が
ジ
ー
プ

を
下
り
た
の
も
、
田
ん
ぼ
に
逃

げ
お
お
せ
た
の
も
、
５
回
目
の

電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
蘇
生
し
た
の

も
、
運
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
生
き
て
い
る

か
ら
こ
そ
今
を
楽
し
め
る
。
イ

ラ
ク
に
行
き
た
い
し
、
こ
れ
か

ら
も
歩
き
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

財
団
法
人
国
土
緑
化
推
進

機
構
と
本
紙
が
各
地
の
道
の

駅
と
連
携
し
、
エ
コ
活
動
へ

の
参
加
を
訴
え
る
「
緑
の
ハ

ー
ト
ロ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
４
月
２７
日
、
千
葉
県

市
原
市
の
道
の
駅
「
あ
ず
の

里
い
ち
は
ら
」
を
皮
切
り
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
、
子

ど
も
連
れ
家
族
な
ど
に
、
近

隣
で
採
取
し
た
木
の
葉
を
使

っ
て
染
め
上
げ
る
エ
コ
バ
ッ

グ
作
り
を
指
導
し
、
昔
か
ら

人
々
が
ど
の
よ
う
に
い
ろ
ん

な
木
の
実
を
利
用
し
て
き
た

か
、
な
ど
を
考
え
て
も
ら
い

な
が
ら
「
緑
の
募
金
」
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
。

４
日
「
み
ど
り
の
日
」
は

千
葉
県
館
山
市
の
道
の
駅

「
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
／
１０

日
は
埼
玉
県
深
谷
市
の
道
の

駅
「
は
な
ぞ
の
」
で
開
催
。

同
機
構
は
全
国
の
道
の
駅

に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー

を
配
布
。
趣
旨
に
賛
同
す
る

多
く
の
道
の
駅
か
ら
協
力
の

申
し
出
が
相
次
い
で
お
り
、

今
後
、
各
駅
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
「
緑
の
事

務
局
」。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０３
｜
５
７
３
３
｜

２
７
８
２

Ｅ
メ
ー
ル
‥i

t
o
@
r
o
u
t
e

-

p
r
e
s
s２
１
s
t
.
j
p
。

大
阪
は
、
八
軒
家
浜
の
開

港
、
「
ほ
た
る
ま
ち
」
の
誕

生
、
京
阪
中
之
島
線
の
開

通
、
今
年
の
８
月
～
１０
月
に

は「
水
都
大
阪
２
０
０
９
」が

開
催
の
予
定
な
ど
、
水
都
大

阪
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
「
地
方
の
元

気
再
生
事
業
」
と
し
て
、「
大

阪
蔵
屋
敷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
」
に
よ
り
、
か
つ
て「
天

下
の
台
所
」
と
呼
ば
れ
た
大

阪
と
、
河
村
瑞
賢
が
築
い
た

北
前
船
ル
ー
ト
で
結
ば
れ
た

全
国
各
地
と
の
交
流
・
連
携

を
現
代
に
復
活
さ
せ
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
阪
と
北
前
船
ル
ー
ト
で
結

ば
れ
て
い
た
全
国
各
地
の
特

産
品
の
相
互
交
流
に
よ
る
物

販
を
行
う
「
ぼ
う
さ
い
朝
市

＆
昼
市
」
を
川
筋
で
開
催

し
、
市
民
が
川
筋
に
関
心
を

持
ち
、
災
害
が
来
て
か
ら
で

は
な
く
、
日
常
か
ら
商
店
街

と
地
域
、
全
国
各
地
が
連
携

し
た
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
行
う
と
と
も
に
、
大

阪
や
地
方
の
川
筋
商
店
街
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
山
形
県
酒

田
、
大
阪
市
の
神
崎
川
、
堂

島
川
、
道
頓
堀
、
岡
山
県
笠

岡
で
「
ぼ
う
さ
い
朝
市
＆
昼

市
」
を
開
催
。
北
海
道
か
ら

鹿
児
島
ま
で
全
国
１５
地
域
か

ら
美
味
し
い
特
産
物
が
集
ま

り
大
盛
況
で
し
た
。
写
真
は

大
阪
三
津
屋
商
店
街
、
神
崎

川
で
の
ポ
ス
タ
ー
と
大
勢
の

人
々
が
詰
め
か
け
た
様
子
で

す
。今

後
は
、
８
月
～
１０
月
に

開
催
さ
れ
る
「
水
都
大
阪
２

０
０
９
」
や
「
淀
川
改
修
１

０
０
周
年
」
の
関
連
行
事
と

の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、

大
阪
は
も
と

よ
り
関
西
、

さ
ら
に
は
全

国
各
地
に
元

気
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ

れ

て

い

ま

す
。

（
国
土
交
通

省
近
畿
地
方

整
備
局
企
画

部
長

塚
田

幸
広
）

「
緑
の
ハ
ー
ト
ロ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

「
道
の
駅
」
続
々
協
力

道の駅「あずの里いちはら」

６５
歳
で
列
島
完
歩
３
３
０
０
㌔
、ゆ
っ
く
り

私の道

い
し
か
わ
・
ぶ
ん
よ
う

１
９
３
８
年
沖
縄
県
生
ま
れ
。
６５
年
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
取
材
し
日
本
写
真
協
会
年
度
賞
（
７３
年
度
）
、
日

本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
特
別
賞
（
９０
年
）
を
受
賞
。
０３
年
の
日
本
縦
断
後
、
０６
年
に
は
四
季
に
分
け
て
四
国
八
十
八
カ
所
を
遍
路
。
最
後

の
香
川
路
を
前
に
心
筋
梗
塞
で
一
時
意
識
不
明
に
陥
っ
た
が
、
回
復
し
０７
年
妻
を
伴
い
結
願
し
た
。
著
書
に
「
死
ん
だ
ら
い
け
な
い
」
（
日

本
経
済
新
聞
社
）
「
戦
争
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か

石
川
文
洋
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」
（
冬
青
社
）
な
ど
。
長
野
県
在
住
。

報
道
写
真
家

石
川
文
洋
さ
ん

ぼ
う
さ
い
朝
市
＆
昼
市
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２
０
０
７
年
８
月
、
米
国

ミ
ネ
ソ
タ
州
の
鋼
ト
ラ
ス
橋

が
突
然
崩
壊
、
多
数
の
死
傷

者
を
出
す
重
大
事
故
が
発
生

し
た
。
わ
が
国
で
も
同
年
６

月
と
８
月
、
国
道
２３
号
の
木

曽
川
大
橋
（
三
重
県
）
と
国

道
７
号
の
本
荘
大
橋
（
秋
田

県
）
で
、
斜
材
が
腐
食
な
ど

で
相
次
い
で
破
断
、
重
大
事

故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
損

傷
が
発
生
し
た
。
比
較
的
し

っ
か
り
と
定
期
点
検
が
行
わ

れ
て
い
た
米
国
と
わ
が
国
の

国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
複

数
の
鋼
ト
ラ
ス
橋
で
の
事
例

は
、
補
修
・
補
強
の
遅
れ
が

致
命
的
な
事
態
を
招
く
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
大
型
車
交
通
が
増

加
す
る
中
、
０６
年
１０
月
に
国

道
２５
号
の
山
添
橋
（
名
阪
国

道
・
奈
良
県
）
で
、
鋼
桁
に

疲
労
を
原
因
と
す
る
１
㍍
を

超
え
る
亀
裂
が
確
認
さ
れ
る

な
ど
、
０２
年
の
疲
労
設
計
導

入
以
前
に
設
計
さ
れ
た
多
く

の
道
路
橋
の
中
に
は
、
疲
労

耐
久
性
に
懸
念
の
あ
る
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

建
設
後
半
世
紀
の

道
路
橋
の
危
険
性

日
本
の
道
路
橋
は
、
高
度

経
済
成
長
期
を
中
心
に
大
量

に
建
設
さ
れ
、
わ
が
国
の
経

済
成
長
と
国
民
生
活
の
向
上

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
道
路
橋
は

近
々
、
建
設
後
４０
～
５０
年
が

経
過
し
、
劣
化
に
よ
る
損
傷

が
多
発
す
る
危
険
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。

一
方
、
道
路
橋
に
要
求
さ

れ
る
性
能
は
▽
軟
弱
地
盤
上

に
立
地
す
る
首
都
・
東
京

を
、
３０
年
以
内
に
襲
う
可
能

性
が
あ
る
「
大
規
模
地
震
」

を
想
定
し
た
耐
震
性
強
化

（
「
長
周
期
地
震
動
」
へ
の

対
応
を
含
む
）
▽
積
雪
寒
冷

地
域
の
凍
結
防
止
剤
散
布
や

沿
岸
地
域
の
海
水
飛
沫
な
ど

に
よ
る
「
塩
害
」
へ
の
対
応

▽
幹
線
道
路
、
と
り
わ
け
環

状
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

未
整
備
に
よ
る
交
通
集
中

や
、
物
流
効
率
化
（
車
両
の

大
型
化
）
の
た
め
の
設
計
自

動
車
荷
重
引
き
上
げ
に
伴
う

「
疲
労
」
へ
の
対
応
…
…
な

ど
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
ば
か

り
だ
。

こ
れ
ら
課
題
に
的
確
に
対

応
し
な
け
れ
ば
、
道
路
橋
の

安
全
性
を
確
保
で
き
る
期
間

が
短
く
な
り
、
架
け
替
え
な

ど
に
多
額
の
投
資
を
迫
ら
れ

る
。
ま
た
、
重
大
な
損
傷
が

生
じ
、
万
一
、
崩
壊
事
故
と

な
れ
ば
、
国
民
の
生
命
・
財

産
に
危
険
が
及
び
、
復
旧
に

も
長
期
間
を
要
す
る
な
ど
、

大
き
な
社
会
的
損
失
を
も
た

ら
す
。

「
荒
廃
す
る
日
本
」
と
し

な
い
た
め
、
他
の
国
々
に
比

べ
極
め
て
厳
し
い
わ
が
国
の

自
然
条
件
・
使
用
条
件
を
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す

る
「
制
度
」
イ
ン
フ
ラ
と
「
装

置
」
イ
ン
フ
ラ
。
法
律
に
代

表
さ
れ
る
制
度
イ
ン
フ
ラ

と
、
道
路
や
橋
、
港
湾
、
上

下
水
道
と
い
っ
た
社
会
資
本

に
代
表
さ
れ
る
装
置
イ
ン
フ

ラ
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

に
よ
り
、
時
代
の
変
化
や
暮

ら
し
の
高
度
化
に
応
じ
て
内

容
を
変
化
・
改
善
さ
せ
、
暮

ら
し
を
豊
か
に
し
て
き
た
。

特
に
装
置
イ
ン
フ
ラ
は
、

技
術
革
新
に
よ
っ
て
大
き
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

得
る
。
産
業
革
命
期
の
蒸
気

機
関
の
発
明
に
よ
る
鉄
道
建

設
や
製
鉄
業
の
発
達
、
近
年

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
な
ど
の
情
報
イ
ン
フ

ラ
の
普
及
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
積
み
重
ね
は
、
社
会
的

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
サ

イ
ク
ル
は
時
代
を
追
っ
て
ス

ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
て
き

た
。技

術
開
発
を
進
め

予
防
保
全
実
施
を

「
道
路
橋
の
予
防
保
全
に

向
け
た
有
識
者
会
議
」（
座
長

∥
田
﨑
忠
行
日
本
高
速
道
路

保
有
･
債
務
返
済
機
構
理

事
）
が
昨
年
５
月
に
と
り
ま

と
め
た
提
言
は
、
予
防
保
全

を
実
現
す
る
５
大
方
策
の
一

つ
と
し
て「
信
頼
性
を
高
め
、

負
担
（
労
力
、
コ
ス
ト
）
を

軽
減
す
る
技
術
開
発
を
推
進

す
る
」
こ
と
を
取
り
上
げ
、

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

３
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

①
道
路
橋
の
点
検
、
診

断
、
補
修
補
強
の
各
分
野
に

つ
い
て
、
よ
り
良
質
か
つ
よ

り
少
な
い
負
担
で
維
持
管
理

の
実
施
を
可
能
と
す
る
技
術

開
発
を
、
国
が
中
心
と
な
っ

て
推
進
②
疲
労
や
環
境
作
用

に
よ
る
劣
化
予
測
な
ど
、
高

度
な
技
術
力
を
要
す
る
分
野

の
技
術
開
発
を
特
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
部
材
の
性
能

が
道
路
橋
全
体
の
健
全
性
に

与
え
る
影
響
を
適
切
に
評
価

で
き
る
手
法
に
関
す
る
技
術

開
発
を
推
進
③
点
検
、
診

断
、
補
修
補
強
に
お
い
て
得

ら
れ
た
知
見
を
活
用
し
、
新

設
及
び
既
設
道
路
橋
の
補
修

補
強
に
お
け
る
設
計
、
施

工
、
維
持
管
理
の
品
質
管
理

に
関
す
る
改
善
や
技
術
開
発

を
推
進
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
代

に
暮
ら
す
我
々
の
社
会
は
、

過
酷
な
自
然
災
害
の
歴
史

と
、
そ
れ
を
規
定
し
て
い
る

厳
し
い
国
土
条
件
を
前
提
と

し
、
そ
の
国
土
に
た
ゆ
み
な

く
働
き
か
け
る
こ
と
で
実
現

し
た
装
置
イ
ン
フ
ラ
（
社
会

資
本
）
に
よ
っ
て
、
大
い
な

る
恵
み
を
受
け
て
き
た
。

こ
の
安
全
で
安
心
で
き
る

豊
か
な
社
会
を
将
来
世
代
へ

引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
我

々
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
と
な
る
共

通
基
盤
を
、
こ
れ
ま
で
の
世

代
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
構
築
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

高
齢
化
す
る
道
路
構
造

物
の
安
全
確
保
急
務
に

列島保全
への課題

全国の道の駅で配布しているフリーペーパー「道２１世紀新聞」（愛称：ルートプレス２１）の発行元、「人と道研究会」（特定非営利活動法

人）では、「道の駅」制度開始から１５周年目の節目を機会に、〝知のスタンプラリー〟をコンセプトに「道の駅検定」を今春から始めるこ

ととし、現在、第１ステップの問題２００問のチェックを進めております。「道の駅検定」は、皆様のご意見やアイデアを生かす参加型の

検定です。皆さまからの情報をお待ちしております。情報はメールＢＯＸ（Kentei@route-press２１．jp）へ、どんどんお寄せ下さい。

「道の駅検定」の準備をしています。

・山内一豊の妻千代が生まれたのは近江の国、その千代にちなんで名付けられた道の駅は？

・天然記念物に指定されている北限のニホンザルを飼育している青森県の道の駅は？

・越後の龍・上杉謙信に仕えた直江兼続展を展開する道の駅は？

（８・９面の特集「戦国武将」にヒントがあります）

出典：国土交通省資料
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62009 年（平成 21 年）4 月道 21世紀新聞 Route Press 21st.第 23号

現
状
の
日
本
で
、
国
土
交

通
省
は
ど
の
よ
う
に
国
土
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
そ
の
問
題
点
や
課
題
な

ど
を
、
関
克
己
技
術
審
議
官

に
聞
い
た
。

こ
れ
ま
で
日
本
は
、
欧
米

に
比
べ
立
ち
遅
れ
た
道
路
や

橋
、
下
水
道
な
ど
の
社
会
資

本
を
ひ
た
す
ら
造
る
こ
と
に

追
わ
れ
て
き
た
が
、
急
速
に

行
政
改
革
が
進
ん
だ
１０
年
余

で
、
財
政
難
も
あ
り
公
共
事

業
費
は
半
減
。
こ
の
ま
ま
で

は
新
た
な
施
設
整
備
は
も
と

よ
り
、
維
持
管
理
も
ま
ま
な

ら
な
く
な
る
。
施
設
な
ど
を

大
事
に
長
く
使
う
よ
う
発
想

を
転
換
し
「
戦
略
的
維
持
管

理
」
に
よ
っ
て
乗
り
切
ろ
う

と
し
て
い
る
が
、
簡
単
で
は

な
い
。

例
え
ば
、
地
方
公
共
団
体

が
管
理
す
る
道
路
橋
で
は
、

部
材
の
劣
化
な
ど
に
よ
っ
て

通
行
止
め
が
１
４
３
橋
、
通

行
規
制
が
８
３
４
橋
発
生
し

て
い
る
。
技
術
者
不
足
な
ど

で
十
分
に
安
全
点
検
さ
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。

特
に
問
題
な
の
は
、
高
度

成
長
期
に
大
量
に
建
設
さ
れ

て
い
る
点
だ
。
一
般
的
に
、

道
路
橋
の
平
均
寿
命
は
５０
～

６０
年
が
目
安
だ
。
そ
の
こ
ろ

に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
材

の
劣
化
が
目
立
っ
て
く
る
。

建
設
後
５０
年
の
道
路
橋
は
平

成
１８
年
度
は
約
６
％
だ
っ
た

が
、
２８
年
度
に
は
約
２０
％
、

３８
年
度
に
は
半
数
近
い
４７
％

を
占
め
る
。

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
問
題
は

道
路
橋
問
題
だ
け
で
な
く
、

同
時
期
の
建
築
全
体
に
共
通

す
る
た
め
、
今
後
の
戦
略
的

維
持
管
理
は
、
安
全
性
の
評

価
能
力
を
高
め
る
体
制
に
す

る
。従

来
は
調
査
、
設
計
、
管

理
と
役
割
分
担
を
定
め
て
き

た
。
長
寿
社
会
に
Ｃ
Ｔ
ス
キ

ャ
ン
な
ど
医
療
技
術
の
進
歩

が
貢
献
し
て
い
る
よ
う
に
、

建
築
物
の
高
齢
化
に
も
、
Ｉ

Ｔ
の
駆
使
な
ど
で
少
数
技
術

者
が
多
様
な
分
野
を
こ
な
せ

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

完
全
復
元
伊
能
図

全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展

近
代
的
な
日
本
地
図
作
成

の
先
駆
者
で
江
戸
時
代
末
期

の
測
量
家
、
伊
能
忠
敬
（
た

だ
た
か
）
が
作
っ
た
日
本
地

図
の
デ
ジ
タ
ル
化
復
元
作
業

が
終
わ
り
「
完
全
復
元
伊
能

図
全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展
」
∥

写
真
∥
が
こ
の
ほ
ど
、
東
京

都
江
東
区
の
深
川
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
同

展
は
１１
年
末
ま
で
全
国
を
巡

回
す
る
。

復
元
さ
れ
た
大
図
は
、
縦

１
㍍
横
２
㍍
の
パ
ネ
ル
２
５

５
枚
で
、
日
本
列
島
の
形
に

並
べ
る
と
３５
㍍
×
６０
㍍
も
の

大
き
さ
。
会
場
に
は
、
床
い

っ
ぱ
い
に
復
元
地
図
が
敷
き

並
べ
ら
れ
、
見
学
に
訪
れ
た

人
た
ち
は
、
地
図
上
を
歩
い

た
り
し
て
鑑
賞
。
現
在
の
地

図
と
変
わ
ら
な
い
正
確
さ
に

驚
い
て
い
た
。

地
図
は
忠
敬
没
後
の
１
８

２
１
年
、
幕
府
天
文
方
の
手

で
「
大
日
本
沿
海
輿
地
全

図
」
と
し
て
完
成
し
た
。

会
場
・
主
催
者
を
募
集

な
お
、
同
実
行
委
（
☎
０３

・
５
２
５
６
・
７
８
５
５
）
で

は
、
同
展
の
会
場
＆
主
催
者

を
全
国
か
ら
募
集
中
で
す
。

「
シ
ビ
ル
Ｎ
Ｐ
Ｏ

連
絡
会
議
」結
成

土
木
関
係
の
技
術
者
を
中

心
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利

活
動
法
人
）
５
団
体
が
集
ま

り
「
シ
ビ
ル
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
会

議
」
を
結
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

国
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
場
で
市
民
が
参
加
・
協
働

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
が
、
建
築
分

野
の
中
で
土
木
分
野
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
は
少
な
く
、
活
発
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

企
業
や
自
治
体
の
技
術
者

Ｏ
Ｂ
は
退
職
後
、
社
会
参
加

の
機
会
が
少
な
い
。
新
し
い

国
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
や
支
援
に
そ
の
経
験
、

知
識
、
技
術
な
ど
を
生
か

し
、
特
に
技
術
の
継
承
な
ど

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
も
ら

う
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
を

強
化
す
る
狙
い
だ
。

主
な
活
動
と
し
て
関
係
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
活
動
支
援
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
活
動
環
境
の
改
善
や
社
会

・
行
政
へ
の
提
言
、
シ
ビ
ル

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
社
会
貢
献
活

動
支
援
を
挙
げ
て
い
る
。

春
が
来
て
、
田
ん
ぼ
に
水

が
入
り
始
め
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
周
り
に
水
が
張
ら
れ
た

田
ん
ぼ
が
あ
っ
た
ら
一
度
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
最

初
は
何
も
見
え
ま
せ
ん
が
、

じ
っ
と
見
て
い
る
と
動
く
も

の
が
見
え
て
き
ま
す
。
小
さ

な
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
、
ア
メ

ン
ボ
ウ
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き

も
の
が
見
え
る
は
ず
で
す
。

田
ん
ぼ
は
お
米
を
生
産
す

る
場
所
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

の
で
す
。
先
日
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の

全
種
リ
ス
ト
を
発
表
し
ま
し

た
。
全
部
で
６
１
３
８
種
あ

り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ

は
こ
の
よ
う
に
、
沢

山
の
命
を
育
ん
で
い

る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
人
間

は
、
稲
に
と
っ
て
の

害
虫
と
益
虫
に
は
目

を
向
け
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
の「
た

だ
の
虫
」
は
無
視
し

て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
「
た
だ
の

虫
」
が
「
田
ん
ぼ
の

生
態
系
」
を
支
え
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
来
ま
し
た
。
稲

も
、
そ
の
生
態
系
の

な
か
で
育
っ
て
い
る

の
で
す
。

農
業
は
、
そ
の
食
料
生
産

機
能
だ
け
で
評
価
す
る
の
で

は
な
く
「
命
の
生
産
機
能
」

で
評
価
す
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
道
路
の
脇
に
あ
る
田

ん
ぼ
を
も
う
一
度
、
の
ぞ
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

高
度
成
長
時
代
に
は
仕
方

な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
生
産
重
視
の
あ
ま
り
、

農
薬
や
殺
虫
剤
の
大
量
使
用

に
よ
っ
て
、
そ
の
「
田
ん
ぼ

の
生
態
系
」
を
ゆ
が
め
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
環

境
問
題
の
一
つ
の
原
点
、
と

も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る「
生
物
多
様
性
農
業
」

は
、
こ
う
し
た
自
然
の
中
で

本
来
の
田
ん
ぼ
を
回
復
し
、

食
の
安
全
･
安
心
を
守
り
環

境
に
優
し
い
、
稲
作
の
あ
る

べ
き
姿
を
再
構
築
し
よ
う
、

と
い
う
運
動
な
の
で
す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多
様
性
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
原

耕
造
）

新たに登録された道の駅 全国の道の駅が９００に
供用予定

Ｈ２１．４

Ｈ２１．４

Ｈ２１．４

Ｈ２１．４

Ｈ２１．３

Ｈ２１．４

Ｈ２１．３

Ｈ２１．５

Ｈ２１．４

Ｈ２１．４

Ｈ２１．４

Ｈ２１．４

Ｈ２１．５

特色【主要施設など】

津軽海峡を一望できる国道２２８号沿いにあり、福山城（松前城）と２５０種
１万本の桜で有名な松前公園に近い場所にあります。施設には、本場の
松前漬や松前本マグロといった新鮮な海の幸を直売する施設もあり、
松前の味をご堪能いただけます。

【情報提供コーナー、休憩コーナー、物産販売所、レストラン】

地域の鉄道として親しまれてきたふるさと銀河線（２００６年４月に廃止）
の旧本別駅舎を活用し、鉄道時代の名残を留めた「道の駅」です。周辺に
は道内有数のつつじが咲き誇る本別公園があり、本別山渓つつじ祭り
に多くの人が訪れるなど観光資源にも恵まれています。

【情報提供コーナー、物産販売所、パン工房、レストラン、郵便局】

「大内宿」「塔のへつり」など、福島県を代表する観光資源を有する下郷
町に位置します。敷地内には、四季折々の豊かな自然景観を一望できる
築山があり、地域の財産である豊富な自然を肌で感じながらゆっくり
休憩することができます。また、新たな広域交流の拠点として、当地域
の魅力を伝える情報発信基地の役割も担っています。

【情報提供コーナー、物産販売所、レストラン、公園】

施設内には、能登の祭りの情報発信、四季折々の新鮮な海産物や能登の
特産品の販売、レストランやイベント広場があり、様々なイベントが開
催されます。周辺には開湯１２００年の歴史ある和倉温泉や自然豊かな能
登島などの観光スポットが多数あります。

【休憩コーナー、物産販売所、レストラン、イベント広場】

雄大な太平洋を望む自然豊かな砂浜（赤羽根海岸）に隣接し、「道の駅」
の展望デッキから太平洋を一望できます。同海岸は有数のサーフポイ
ントで、サーフィン世界大会も開かれます。施設内にはサーフショップ
があり、海を見ながら食事をするレストランも好評です。

【情報提供コーナー、物産販売所、レストラン、展望デッキ】

幸田町の特産品である筆柿の樹園に囲まれ、自然豊かな環境の中に位
置しています。来訪者には地域の文化、歴史、名所や特産品などについ
て魅力的な情報を発信し、地域産業の活性化を担うとともに、都市部と
農村との交流の場を提供しています。

【情報提供コーナー、農林産物直売所、レストラン、イベント広場】

関西国際空港２期事業の土砂積み出し桟橋をリニューアルした海釣り
公園が併設されており、女性やお子さんにも快適で安心できる釣りを
楽しんでいただけます。海釣り公園には淡路島、明石海峡大橋、関西国
際空港が一望できる展望デッキがあり、「大阪で一番夕日が美しい観光
スポット」を楽しんでください。

【情報提供コーナー、観光交流センター、海釣り公園（展望デッキ、釣り
デッキ）】

当駅の正面には清流・古座川をはさんで国指定天然記念物「一枚岩」が
そびえ立ち、高さ１００㍍・幅５００㍍の一枚の巨岩が訪れる人を驚嘆させま
す。この川は透明度が高く、キャンプやカヌーも楽しめます。施設内で
は自家焙煎コーヒーや郷土料理が味わえます。

【情報提供コーナー、物産販売所、飲食コーナー、展望テラス】

大山町北部の中心に位置し、周辺には〝美しい日本の歩きたくなる道〟
（「太平記の舞台」潮風のみちコース）、御来屋漁港（沿岸漁業基地）
等の名所があります。町内に大山隠岐国立公園があり、旬の見どこ
ろ、食べ物、遊びどころの魅力を思いっきり味わえる駅です。
【情報提供コーナー、地場産品販売所、喫茶コーナー、休憩・交流コ
ーナー】

宇和島市の中心部に位置し、陸・海の交通結節点となる港も隣接してい
て、利便性に優れています。施設内には伝統的祭礼「牛鬼」の展示や、真
珠生産を紹介する歴史文化保存伝承施設のほか、新鮮な海産物、農産物
の販売所、郷土料理レストランもあります。

【情報提供コーナー、地場産品販売所、レストラン、歴史文化保存伝
承施設】

環境と健康をテーマとしたエコパーク水俣（水俣広域公園）内に位置し
ており、パーク内にはテニスやグランドゴルフの施設、あそびの森、竹
林園がある。親水護岸でのボードウオークも楽しめます。駅内のバラ園
は、春・秋の開花時に心を癒やしてくれます。

【情報提供コーナー、観光案内所、地場産品販売所、レストラン】

鷹島町の玄関口で鷹島肥前大橋のたもとに位置し、展望広場からは伊
万里湾と鷹島肥前大橋が一望できます。鷹島は天然の良港・伊万里湾
と漁場・玄界灘に面した自然豊かな漁村で、当駅ではそこで水揚げさ
れる水産物、さらに地元の農産物を展示・販売しており、品質の良さ
と新鮮さを兼ねそろえた産品が自慢となっています。

【情報提供コーナー、地場産品販売所、レストラン、緑地展望広場】

周辺は、切り株の形をした伐株山や万年山、西椎屋の滝（日本の滝百
選）、山浦早水の棚田（日本棚田百選）、下園妙見様湧水（平成の名水百
選）など美しい自然に恵まれています。毎年５月５日には日本童話祭が
開かれ賑わいます。駅の正面広場や芝生公園では、四季折々のイベント
を開催しています。

【情報提供コーナー、地場産品販売所、レストラン、多目的広場】

駅名 場所 路線名

北前船松前
（北海道松前郡松前町字唐津
３７９）
・国道２２８号

ステラ★ほんべつ
（北海道中川郡本別町北３－
１－１）
・国道２４２号

しもごう
（福島県南会津郡下郷町大字
南倉沢字木賊）
・国道２８９号

能登食祭市場
（石川県七尾市府中町員外１３
－１）
・県道七尾港線

あかばねロコステーション
（愛知県田原市赤羽根町大西
３２－４）
・国道４２号

筆柿の里・幸田
（愛知県額田郡幸田町大字須
美字東山１７－５）
・国道２３号岡崎バイパス

とっとパーク小島

（大阪府泉南郡岬町多奈川小

島４５５－１）

・主要地方道岬加太港線

一枚岩
（和歌山県東牟婁郡古座川町
相瀬２９０－２）
・国道３７１号

大山恵みの里
（鳥取県西伯郡大山町名和）
・県道旧奈和西坪線

うわじまきさいや広場
（愛媛県宇和島市弁天町１丁
目３１８－１６）
・国道３２０号

みなまた
（熊本県水俣市月浦５４－１６２）
・国道３号

鷹ら島
（長崎県松浦市鷹島町神崎免
１６３６番地）
・県道鷹島肥前線

童話の里 くす
（大分県玖珠郡玖珠町大字帆
足２１２１）
・国道３８７号

Ｉ
Ｔ
駆
使
し
て
イ
ン
フ
ラ
維
持

国
土
交
通
省
大
臣
官
房

関

克
己
技
術
審
議
官

田んぼの生態系の豊かさに子供たちもびっくり

オタマジャクシ
アメンボウなど
全６１３８種

本
来
の
姿
再
構
築
へ

稲
作
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戦国時代を扱った人気ゲームや大河ドラマ

の影響か、近ごろ若い女性が熱く語るのは武

将の人物評とか。城下町、古戦場などを訪ね

る女性が増え、武将に関連する道の駅の利用

者数も伸びている。力強さに欠ける草食系男

性が増えている反動？ 女性の思いは数百年

の時空を超え武将の元へ

飛んでいるようだ。
小見出しは武将名、ゆか

りの地名、最寄りの道の

駅、駅の電話、文末のカッ

コ内は高速道路ＩＣから道

の駅への主なルート。

土佐を統一し四国を平定した元親は同市の生まれ。元親

が生まれ育った岡豊城址が残さ

れ、近くの県立歴史民俗資料館に

は長宗我部一族の資料もある。

人気急上昇の武将の一人、女性

を中心に元親の墓を訪ねる人が倍

増した。高知市内にある若宮八幡

宮境内の元親初陣の像＝写真＝も

人気を呼び、５月の初陣祭りには

県外からもバスツアー客が集ま

る。（高知道南国ＩＣからＲ３２）

京都・鞍馬山を降

り、奥州平泉を目指

す牛若丸が元服して

義経となった地。義

経元服餅、義経元服

池最中などの駅の土

産品が人気。

駅長さんお勧めは

義経元服膳＝写真。

塩ぶりのぬたなど鎌倉時代の武家の祝い膳を再現している

珍しい料理、３人以上で要予約。１人２１００円で鎌倉武士気

分を満喫できる。（名神高速竜王ＩＣからＲ８）

駅に与一伝承館があり、那須家に代々伝わる資料を展

示、また源平屋島の合戦で与一が扇の的を射抜いたエピソ

ードを映像とからくり人形で再現している。駅舎の屋根は

与一にちなんで扇形をしている。

同市では道路の愛称、マンホールのふた、公衆トイレの

壁などに与一像を図案化している。玄性寺には与一の墓が

ある。（東北道矢板ＩＣからＲ４６１）

戦国最強騎馬軍団を誇った武田一族終えんの地。恵林寺

に信玄、景徳院に勝頼の墓があるなど武田家ゆかりの史跡

が点在し、駅は歴史探

訪の拠点である。

恵林寺に隣接する信

玄公宝物館には武田２４

将図、風林火山の旗、

武田総領家の鎧兜（国

宝）などが展示されて

いる。ＪＲ甲斐大和駅

前には雄々しい勝頼像

＝写真＝がある。（中央道勝沼ＩＣからＲ２０）

独眼竜・政宗は秀吉の命で米沢から同市に移封させられ

た。２５歳の政宗が仙台に移るまでの１２年間、青年時代を送

ったのが同市の岩出山城。

城址近くに現存する最古の藩校・有備館（史跡）が残さ

れており、ＪＲ有備館駅前には政宗騎馬像＝写真＝があ

る。武将ブームの影響もあってか、同市を訪れる観光客は

増え、同駅は年間３４０万人の利用者を数えている。（東北道

古川ＩＣからＲ４７）

指宿温泉には古くから島津藩の別邸があり、藩主斉興の

とき、湯殿を設けた。現在は共同浴場「殿様湯」＝写真＝

になっている。

外観は気品のあ

る白壁造り、共同

浴場には見えない

ほど立派。浴槽（男

女）には島津家の

家紋○＋が刻まれて

いる。入浴料２７０

円を払えば、誰で

もお殿様・お姫様

になって入浴でき

る。（指宿スカイライン頴娃ＩＣからＲ２２６）

島津斉興

豊臣秀吉

長宗我部元親

毛利元就

山中鹿之介幸盛

源義経

徳川家康

地方豪族に過ぎなかった毛利家だが、知将・元就は大内

氏、尼子氏など周辺の大国、強国を退け、中国地方最大最

強の戦国大名となった。

同市には元就が生涯居城とした郡山城跡、「三矢の訓」

碑、「百万一心」碑などが残され、西国雄藩発祥の足跡を

たどることができる。（中国道高田ＩＣから三次美土里線）

東北地方を支配してい

た清原氏と八幡太郎義家

の争いである後三年の役
かり

で、乱れ飛ぶ雁を見て、

伏兵ありと察知した義家

が難を免れた。

この逸話〝雁行の乱〟

に由来した駅の愛称は雁

太郎、駅キャラクターの雁太郎くん＝イラスト＝が人気を

呼んでいる。（秋田道横手ＩＣからＲ１３）

越後の龍・上杉謙信に仕えた兼続はＮＨＫ大河ドラマで

取り上げられている注目の武将。駅では天地人ふるさと

展、直江兼続展の２本立てイベントを展開し、会場の「時

の旅人館」はそれまでの３倍の来館者を集めている。

兜の前立てに「愛」を掲げた上杉の智将・兼続＝写真＝

は越後、会津、米沢と転じながら上杉家に仕え秀吉、家康

らから一目置かれた武将。新潟、福島、山形で関連イベン

トが開かれ、各駅には兼続グッズが並んでいる。（北陸道

新潟西ＩＣからＲ８）

長篠合戦の数年前、武田勢に敗れた家康らが満光寺に仮

泊、一番鶏の鳴声で起き出して敗走を続けた。その日に限

ってまだ暗いうちに寺の鶏が鳴き出したおかげで、徳川勢

は無事だった。のちに鶏は扶持米三石を与えられた。

この満光寺に隣接しているのが道の駅。鶏の扶持米にち

なんで命名されている。（東名高速豊川ＩＣからＲ２５７）

約４００年前、豊臣秀吉が文禄、慶長の役の本陣として急

ぎ造ったのが同市の名護屋城。徳川家康、前田利家、伊達

政宗、黒田長政、加藤清正ら諸大名１２０藩が陣屋を築き桃

山時代の天下がここに集約され、秀吉は能や茶の湯といっ

た桃山文化を持ち

込んだ。

駅は城跡＝写真

＝入口に位置し、

徒歩３分の城址に

ある茶苑海月では

天下人気分で優雅

なひとときを過ご

せる。名護屋城博

物館も近い。（福

岡前原道前原ＩＣから二丈浜玉道路経由Ｒ２０４）

戦国大名尼子氏の月山富田城の

山ろくに駅がある。尼子氏は毛利

一族に滅ぼされるが、お家再興を

念じて奮闘したのが鹿之介。

西国一の武辺者と評され「我に

七難八苦を与え賜え」と月に祈り

ながら奔走した。月山富田城は〝天

空の城〟と呼ばれる不落の山城だ

った。同市には月に向かって祈る

鹿之介像＝写真＝がある。駅近く

に戦国ロマンを今に伝える数多く

の史跡がある。（松江道安来ＩＣか

ら安来木次線）

戦乱の雄・義仲を育て

た地。義仲は倶利伽羅峠

の戦いで平氏の大軍を奇

策〝火牛の計〟で破って

上洛する。荒廃した都の

治安回復を期待されたが

失敗し、源義経の軍勢に

よって近江国粟津で討た

れた。

同町には博物館・義仲館があり、義仲と猛妻巴御前が仲

良く並んだ像がある＝写真。駅舎はこの義仲館をイメージ

して建築されている。（長野道塩尻ＩＣからＲ１９）

１５世紀、北海道最南端の渡島半島は下之国、松前、上之

国に分かれ１２の館を置いて統治され、同町には花沢、勝山、

州崎の３つの館があり、北海道では珍しい中世都市だっ

た。

駅から車で３分の花沢館の館主・季繁は１４５７（長禄元）

年のコシャマインの戦い（アイヌ民族との戦争）で館を守

り通したという。蛎崎一族は松前藩の祖。（道央道八雲Ｉ

ＣからＲ２２７経由Ｒ２２８）

木曾義仲

武田勝頼

直江兼続

那須与一

伊達政宗

八幡太郎義家

蛎崎季繁

道
の
駅
８

初
版

０
４
月
２
８
日
１
９
時
３
０
分
３
９
秒

&
*P0430V10DVLD0208*&

&
*C0430V10DVLD0C08*&

&
*M0430V10DVLD0M08*&

&
*Y0430V10DVLD0Y08*&

Ｃ
版
Ｍ
版
Ｙ
版
親
版










上ノ国もんじゅ ☎０１３９・５５・３９５５

あ・ら・伊達な道の駅 ☎０２２９・７３・２２３６

雁の里せんなん ☎０１８２・３７・３０００

北海道上ノ国町

宮城県大崎市

秋田県美郷町

蛎崎季繁（かきざきすえしげ）

伊達政宗

八幡太郎義家

１４

１２

１３

那須与一の郷 ☎０２８７・２３・８６４１

栃木県大田原市

10

那須与一１１

甲斐大和 ☎０５５３・４８・２５７１

新潟ふるさと村 ☎０２５・２３０・３０３０

山梨県甲州市

新潟市直江兼続（かねつぐ）

武田勝頼９

１０

鳳来三河三石 ☎０５３６・３４・０１３９

竜王かがみの里 ☎０７４８・５８・８７００

日義木曽駒高原 ☎０２６４・２３・３６４４

愛知県新城市

滋賀県竜王町

長野県木曽町木曾義仲

徳川家康

源義経

７

６

８広瀬・富田城 ☎０８５４・３２・２５７５

北の関宿安芸高田 ☎０８２６・５７・１６５７

南国風良里 ☎０８８・８８０・８１１２

広島県安芸高田市

高知県南国市

島根県安来市山中鹿之介幸盛

長宗我部元親（ちょうそかべもとちか）

毛利元就（もとなり）４

５

３

いぶすき彩花菜館 ☎０９９３・２７・９０２２

桃山天下市 ☎０９５５・５１・１０５１

鹿児島県指宿市

佐賀県唐津市

島津斉興（なりおき）

豊臣秀吉

１

２
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ま
さ
に
光
の
春
。
山
が
笑

え
ば
、
草
花
も
勢
い
を
増

す
。
ア
ト
リ
ウ
ム
前
の
広
場

に
は
ツ
バ
キ
や
ツ
ツ
ジ
、
ゼ

ラ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
花
き
、
シ

ラ
カ
バ
や
手
入
れ
さ
れ
た
マ

ツ
の
植
木
な
ど
が
所
狭
し
と

並
ぶ
。
「
川
口
市
内
の
園
芸

業
者
が
丹
精
を
こ
め
た
も
の

ば
か
り
。
こ
こ
ま
で
育
て
た

時
間
か
ら
す
れ
ば
、
決
し
て

高
い
価
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
」
。
こ
の
３
月
に
駅
長
を

定
年
退
職
し
た
結
城
一
男
さ

ん
は
説
明
し
て
く
れ
た
。

駅
の
中
を
歩
い
て
い
る
の

は
中
年
の
花
好
き
が
多
い
。

休
み
に
は
子
ど
も
を
連
れ
た

家
族
も
目
に
つ
く
。
広
さ
約

１
４
０
０
平
方
㍍
の
ア
ト
リ

ウ
ム
に
あ
る
植
物
に
触
れ
、

心
身
を
い
や
す
。
２
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
緑
を
見
な
が
ら

の
ん
び
り
す
れ
ば
、
都
心
か

ら
２０
㌔
、
地
下
を
伸
び
る
埼

玉
高
速
鉄
道
で
約
４０
分
の
近

さ
に
い
る
こ
と
な
ど
頭
か
ら

消
え
て
し
ま
う
。
山
野
草
を

売
る
道
の
駅
は
あ
る
が
、
植

木
や
草
花
に
特
化
し
た
の
は

こ
こ
だ
け
と
い
っ
て
よ
い
か

も
し
れ
な
い
。

「
安
行
」
は
江
戸
時
代
か

ら
植
木
の
里
だ
っ
た
。
約
３

８
０
年
の
歴
史
を
有
し
、
鋳

物
と
と
も
に
市
の
２
大
地
場

産
業
で
あ
る
。
一
層
の
活
性

化
を
と
、
１
９
９
６
年
に
川

口
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

あ
わ
せ
、
市
や
園
芸
業
者
ら

が
約
２
・
２
億
円
を
出
資
し

て
道
路
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
ト

イ
レ
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど

機
能
を
強
化
し
て
埼
玉
県
内

３
番
目
の
道
の
駅
と
し
て
オ

ー
プ
ン
し
た
。

花
鉢
・
植
木
、
資
材
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
ハ
ー
ブ
の
苗

と
い
っ
た
園
芸
品
が
売
れ
筋

だ
が
、
昨
秋
始
め
た
樹
里
安

ア
イ
ス
は
大
成
功
だ
っ
た
と

い
う
。
荒
川
河
川
敷
に
あ
る

牧
場
で
し
ぼ
る
牛
乳
に
、
土

地
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
安

行
寒
桜
」
の
花
び
ら
の
塩
漬

け
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
葉
、
ユ

ズ
の
実
な
ど
を
ま
ぜ
た
３
種

類
（
各
２
５
０
円
）を
作
り
、

計
約
２
２
０
０
個
を
出
し

た
。
ア
ッ
と
い
う
間
に
完

売
。
今
年
か
ら
通
年
販
売
へ

移
行
す
る
計
画
と
い
う
。

半
面
、
他
の
駅
な
ら
山
盛

り
に
な
っ
て
い
る
野
菜
類
な

ど
が
見
当
た
ら
な
い
。
し
か

し
、
そ
こ
は
よ
く
し
た
も
の

で
、
道
路
１
本
は
さ
ん
で
向

か
い
側
に
４
年
前
、
Ｊ
Ａ
あ

ゆ
み
野
が
農
産
物
直
売
所
を

開
き
、
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板

は
「
野
菜
は
そ
ち
ら
で
ど
う

ぞ
」と
案
内
を
忘
れ
な
い
。ま

た
、
沖
縄
県
の
道
の
駅
「
許

田
」
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
も

交
流
産
品
と
し
て
置
い
て
い

る
。
駅
の
利
用
者
は
市
内
・

市
外
半
々
。
東
京
を
通
り
抜

け
て
神
奈
川
県
か
ら
来
る
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ァ
ン
も
い

る
。
年
間
来
場
者
は
９６
年
度

の
約
５９
万
人
か
ら
昨
年
度
は

約
７０
万
人
へ
と
増
え
て
い

る
。
貸
し
会
議
室
を
使
う
市

民
、
団
体
も
多
い
。

と
は
い
え
、
１
０
０
年
に

１
度
と
い
う
世
界
不
況
。「
残

念
だ
が
、
購
入
単
価
は
落

ち
、
売
り
上
げ
は
減
っ
て
い

る
。
季
節
に
合
わ
せ
年
６０
回

ほ
ど
花
や
緑
化
に
ま
つ
わ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い
る

が
、
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た

企
画
を
も
っ
と
増
や
し
て
い

き
た
い
」（
結
城
さ
ん
）と
フ

ァ
イ
ト
を
燃
や
し
て
い
る
。

大
変
な
注
目
を
集
め
て
ア
メ
リ

カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
就
任
し
ま

し
た
。
大
恐
慌
以
来
と
も
い
わ
れ

る
景
気
後
退
に
あ
っ
て
、
新
大
統

領
の
経
済
政
策
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
選
挙
公
約
な
ど
で
は
「
１

９
５
０
年
代
の
高
速
道
路
整
備
以

来
の
最
大
級
の
公
共
投
資
に
よ

り
、
道
路
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
公
共
建
築
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
改
善
、
学
校
・
医
療
シ
ス

テ
ム
の
近
代
化
、
高
速
・
大
容
量

ネ
ッ
ト
の
整
備
な
ど
を
行
う
」
と

表
明
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
大
統
領
就
任
演

説
で
は
、
「
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
」
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
も
ア
メ

リ
カ
に
遅
れ
る
な
と
言
わ
ん
ば
か

り
の
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
先
進
国
と
し
て
、
わ
が
国
も

地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
対
策

を
打
っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す

が
、
こ
の
就
任
演
説
で
は
グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
よ
り
も
先
に

道
路
や
橋
へ
の
投
資
の
必
要
を
掲

げ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
大
統
領
は
「
ア
メ
リ

カ
回
復
・
再
投
資
法
」
を
提
出

し
、
与
野
党
の
曲
折
を
経
て
、
や

っ
と
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律

の
内
容
は
、
全
体
規
模
は
約
７
８

７
０
億
㌦
で
、
約
２
８
０
０
億
㌦

の
減
税
と
約
５
０
０
０
億
㌦
の
財

政
支
出
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
化
や
そ
の
た
め
の
研
究
投
資

は
４
５
０
億
㌦
を
確
保
し
て
い
ま

す
が
、
実
は
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
予
算
よ
り
も
、
は
る
か
に

大
き
い
投
資
を
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

た
め
に
充
て
て
お
り
、
最
大
の
財

政
歳
出
は
、
１
２
０
０
億
㌦
（
約

１２
兆
円
弱
）
の
、
高
速
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
る
こ
と
に

注
目
す
べ
き
で
す
。

わ
が
国
で
は
つ
い
最
近
ま
で
、

公
共
事
業
は
無
駄
だ
と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
今
回
の
経
済
対
策
で
も
道

路
や
橋
な
ど
へ
の
投
資
に
つ
い
て

は
や
や
及
び
腰
の
姿
勢
で
す
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
が
高
速
道
路
な

ど
に
投
資
を
集
中
し
て
競
争
力
の

増
大
を
図
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
そ

の
ア
メ
リ
カ
と
経
済
競
争
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
が
国
で
も
、

社
会
を
支
え
る
基
礎
構
造
で
あ
る

根
幹
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
充
実
さ
せ

る
投
資
は
極
め
て
大
切
で
す
。

多
く
の
人
々
の
暮
ら
し
の
安

全
、
効
率
、
快
適
性
を
向
上
さ
せ

て
い
く
こ
と
は
、
政
府
の
本
来
的

使
命
で
す
。
後
世
に
わ
た
っ
て
持

続
で
き
る
環
境
の
形
成
と
と
も

に
、
今
時
の
内
需
創
出
で
は
、
し

っ
か
り
し
た
イ
ン
フ
ラ
を
次
世
代

へ
の
贈
り
物
と
し
て
残
し
て
い
く

政
策
が
何
よ
り
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
は
長
野
、静
岡
、愛

知
３
県
を
つ
な
ぐ
ロ
ー
カ
ル
線
。

静
岡
県
浜
松
市
の
同
線
城
西
―
向
市
場

駅
間
の
水
窪
川
に
珍
し
い
�
渡
ら
ず
の

橋
�
が
架
か

っ
て
い
る
。

橋
の
正
式

名
称
は
第
６

水
窪
川
橋
梁

だ
が
、
地
元

や
鉄
道
フ
ァ

ン
の
間
で
は

�
渡
ら
ず
の
橋
�
あ
る
い
は�
Ｓ
字
橋
�

の
通
称
で
親
し
ま
れ
飯
田
線
名
物
の
一

つ
で
あ
る
。

鉄
橋
に
さ
し
か
か
っ
た
電
車
は
向
こ

う
岸
ま
で
接
近
す
る
が
、
渡
り
切
る
寸

前
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
よ
う
に
も
と
の
岸
に

戻
っ
て
く
る
。
向
こ
う
岸
に
渡
り
そ
う

で
渡
ら
な
い
橋
で
あ
る
。

佐
久
間
ダ
ム
建
設
に
伴
い
１
９

５
４
（
昭
和
２９
）
年
、
飯
田
線
付

け
替
え
工
事
の
た
め
現
場
に
は
ト
ン
ネ

ル
が
掘
削
さ
れ
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
周
辺

の
山
地
全
体
が
水

窪
川
に
向
か
っ
て

滑
り
始
め
る
危
険

が
あ
り
、
ト
ン
ネ

ル
を
放
棄
し
代
わ

り
に
鉄
橋
を
架
け

た
。川

を
渡
る
橋
で

は
な
く
崩
壊
危
険
個
所
を
避
け
る
橋
。

現
場
は
天
竜
川
断
層
に
属
し
て
お
り
、

ト
ン
ネ
ル
の
あ
っ
た
部
分
の
地
山
が
大

崩
壊
を
起
こ
し
た
場
合
に
備
え
、
鉄
橋

は
水
窪
川
の
上
を
大
き
く
迂
回
し
た
。

橋
梁
の
総
延
長
は
４
０
０
・
７
㍍
、
飯

田
線
で
一
番
長
い
橋
で
あ
る
。

（
写
真
は
浜
松
市
地
域
振
興
課
提
供
） ⑤

大石久和

ＪＲ飯田線の

渡らずの橋

オ
バ
マ
大
統
領
の
挑
戦

国道２９８号は地上が一般国道、高架部分は自動車専用（東京

外環道）というハイブリッド道路。それに面した道の駅「川口

・あんぎょう」（埼玉県川口市）のシンボルは、高さ約１７㍍、全長

３６㍍の波打つ天井をいただくアトリウム（ガラス温室）だ。

道
の
駅
「
川
口
・
あ
ん
ぎ
ょ
う
」

威
容
誇
る
温
室

植
木
の
里
の
安
息

つ

つ

川口緑化センター（愛称・樹里安）
という顔ももつ併設施設だが、四季
を通して緑は絶えない、〝都会のオア
シス型〟道の駅である。

■経営＝財団法人・川口緑化センタ
ー■営業＝園芸売店・午前９時～午
後６時、会議室・午前９時～午後１０
時（年中無休）■駐車＝普通１４１台、
障害者用３台、大型５台■東京外環
自動車道草加出口から約２㌔■〒３３
４‐００５８、埼玉県川口市安行領家８４４
の２（☎０４８・２９６・４０２１）

！

樹
里
安
ア
イ
ス
好
評

花
、緑
の
イ
ベ
ン
ト
年
６０
回
も

トイアフ

外
観
は
大
温
室
∥
道
の
駅
「
川
口
・
あ
ん
ぎ
ょ
う
」
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地
域
の
主
要
産
業
、
農
業

と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
農
業
収
穫

体
験
」
。
近
く
の
約
２０
軒
の

農
園
で
季
節
ご
と
に
旬
の
果

物
や
野
菜
、
花
を
３０
分
程
度

の
時
間
で
摘
み
取
る
も
の
。

プ
ロ
農
家
の
ユ
ー
モ
ア
に
満

ち
た
指
導
の
も
と
、
土
に
触

れ
胸
い
っ
ぱ
い
新
鮮
な
空
気

を
吸
っ
て
自
然
に
親
し
め

る
。
収
穫
だ
け
の
お
い
し
い

と
こ
取
り
だ
か
ら
服
の
汚
れ

と
か
は
心
配
な
い
。

年
中
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
る
。
春
の
代
表
例
を
あ
げ

る
と
、
イ
チ
ゴ
３０
分
間
食
べ

放
題
（
料
金
１
人
１
０
０
０

～
１
５
０
０
円
∥
税
別
、
以

下
同
）
、
ポ
ピ
ー
１０
本
２
０

０
円
、
カ
ト
レ
ア
１
輪
８
０

０
～
１
０
０
０
円
、
マ
ス
ク

メ
ロ
ン
４
分
の
１
カ
ッ
ト
試

食
５
２
５
円
な
ど
。
ビ
ワ
、

夏
ミ
カ
ン
な
ど
は
予
約
が
必

要
。
利
用
の
際
は
体
験
受
付

窓
口
で
あ
る
道
の
駅
に
問
い

合
わ
せ
た
い
。

南
房
総
市
は
酪
農
の
、
そ

し
て
三
芳
地
区
は
有
機
農
法

の
発
祥
の
地
で
あ
る
。
駅
内

の
物
産
セ
ン
タ
ー
「
土
の
め

ぐ
み
館
」
は
朝
採
り
の
新
鮮

な
野
菜
、
果
物
、
花
、
乳
製

品
な
ど
地
場
品
が
た
く
さ
ん

持
ち
込
ま
れ
る
直
売
所
。
東

京
の
シ
ェ
フ
グ
ル
ー
プ
を
は

じ
め
、
こ
れ
を
目
当
て
に
来

場
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
い
と
い
う
。
ま

ひ
な

た
「
鄙
の
里
」
交
流

セ
ン
タ
ー
で
は
特
産

物
の
加
工
品
を
販

売
。
牛
乳
や
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
、
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
の
乳
製
品
が
人
気

だ
が
、
中
で
も
軽
食

コ
ー
ナ
ー
で
売
ら
れ

て
い
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
３

５
０
円
は
生
ク
リ
ー
ム
の
よ

う
な
口
当
た
り
が
評
判
、
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
カ
ン
ト
リ
ー
・
マ

ム
」
は
地
元
食
材
に
お
ふ
く

ろ
の
味
を
加
え
た
メ
ニ
ュ
ー

が
売
り
物
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
土
日
を
中
心
に
ス
タ

ッ
フ
が
講
師
と
な
っ
て
特
産

品
の
料
理
教
室
「
オ
ー
プ
ン

キ
ッ
チ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
」
も

開
講
。
イ
チ
ゴ
や
ミ
カ
ン
、

ウ
ド
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
持
て

余
し
か
ね
な
い
素
材
の
手
軽

な
加
工
術
を
伝
授
し
た
り
、

千
葉
県
で
は
祝
い
事
に
欠
か

せ
な
い
郷
土
料
理
「
太
巻
き

寿
司
」
講
座
を
設
け
た
り
し

て
い
る
。
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
教
室
は
自
由
参
加
で
午
後

２
時
か
ら
開
始
。
費
用
は
材

料
費
１
人
７
０
０
円
。
開
講

日
や
授
業
内
容
、
そ
の
他
の

教
室
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
ず

お
問
い
合
わ
せ
を
。

角
田
明
美
駅
長
は
「
こ
こ

は
ご
っ
た
返
す
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り
は

田
ん
ぼ
だ
ら
け
。
外
の
デ
ッ

キ
で
ボ
ー
ッ
と
し
た
り
昼
寝

し
た
り
本
を
読
ん
だ
り
。
そ

ん
な
風
に
利
用
者
に
穏
や
か

な
気
持
ち
で
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
て
も
ら
う
の
が
、
一
番
大

切
に
し
て
い
る
コ
ン
セ
プ
ト

で
す
」
と
話
す
。

◆
道
の
駅

「
み
よ
し
む

ら
」
ひ
な
の
さ
と

千
葉
県

南
房
総
市
川
田
８２
―
２

▽

営
業
時
間
９
時
～
１８
時
（
１０

月
～
２
月
は
１７
時
ま
で
）
▽

休
館
日

不
定
休

☎
０
４

７
０
―
３６
―
４
１
１
６

日
本
海
に
向
か
っ
て
今
に
も
船
出
し
よ
う

と
し
て
い
る
、
黒
い
舟
。
国
道
７
号
沿
い
に

あ
る
道
の
駅
「
あ
つ
み
・
夕
陽
の
ま
ち
し
ゃ

り
ん
」
は
、
県
境
を
な
ぞ
る
と
人
の
横
顔
に

な
る
山
形
県
の
鼻
の
部
分
に
あ
る
。
「
し
ゃ

り
ん
」
の
愛
称
は
、
旧
温
海
町
の
花
「
丸
葉

車
輪
梅
」
か
ら
公
募
で
つ
け
ら
れ
た
。

道
の
駅
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
１
９
９
３

年
４
月
よ
り
も
２
年
前
の
９１
年
７
月
、
旧
温

海
町
（
２
０
０
５
年
に
鶴
岡
市
と
合
併
）
が

物
産
館
と
し
て
施
設
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

な

こ

そ

福
島
県
の
白
河
・
勿
来
と
並
ぶ
三
大
古
関

ね
ず

が

せ
き

所
の
一
つ
「
鼠
ケ
関
」
が
あ
っ
た
場
所
。
直

木
賞
作
家
・
藤
沢
周
平
の
映
画
「
た
そ
が
れ

う
な

さ
か

清
兵
衛
」
「
武
士
の
一
分
」
に
「
海
坂
藩
」

が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
あ
た
り
。
松

尾
芭
蕉
や
与
謝
野
晶
子
な
ど
文
人
に
愛
さ
れ

た
温
海
温
泉
も
ほ
ど
近
い
。

物
産
館
で
売
ら
れ
て
い
る
の
は
山
間
部
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
「
し
な
織
り
」
の
財
布
、

小
物
入
れ
、
帽
子
、
バ
ッ
グ
な
ど
。
シ
ナ
ノ

キ
の
樹
皮
か
ら
で
き
た
糸
で
作
る
も
の
で
、

６
３
０
円
か
ら
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
が
買
え

る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
「
早
磯
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
」

は
朝
７
時
か
ら
営
業
し
て
い
て
海
の
幸
が
満

載
。「

直
売
コ
ー
ナ
ー
旬
菜
市
」
で
は
「
温
海

か
ぶ
」
と
呼
ば
れ
る
赤
カ
ブ
の

酢
漬
け
（
５
０
０
円
か
ら
）
が

売
れ
て
い
る
。
焼
き
畑
農
法
に
よ
っ
て
栽
培

し
た
カ
ブ
は
、
砂
糖
や
酢
で
漬
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
中
ま
で
ル
ビ
ー
色
に
な
る
。
山
形
名

物
「
玉
こ
ん
に
ゃ
く
」
も
１
本
１
０
０
円
で

販
売
中
。

「
旬
菜
市
」
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス

を
販
売
し
て
い
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店
も
あ

り
、
か
や
の
実
が
入
っ
た
ア
イ
ス
（
２
０
０

円
）
が
「
香
ば
し
い
」
と
評
判
。
果
物
の
女

王
「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」
や
、
枝
豆
の
王
様
「
だ

だ
ち
ゃ
豆
」
の
ア
イ
ス
も
味
わ
え
る
。

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
映
画
「
お
く

り
び
と
」
で
主
人
公
が
旧
友
に
再
会
す
る
シ

ー
ン
で
使
わ
れ
た
銭
湯
「
鶴
乃
湯
」
も
同
市

内
に
あ
り
、
ロ
ケ
地
め
ぐ
り
を
楽
し
む
観
光

客
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。

６
月
７
日
（
日
）
に
は
水
揚
げ
さ
れ
た
ば

か
り
の
夏
イ
カ
を
用
い
た
「
い
か
汁
」
や
「
イ

カ
の
墨
火
焼
き
」
を
用
意
し
て
「
道
の
駅
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
く
。
８
月
下
旬
に
は

「
夕
陽
能
」
と
題
し
て
伝
統
芸
能
の
「
山
戸

能
」
も
上
演
す
る
予
定
。

東
京
の
ソ
フ
ト
開
発
会
社
勤
務
か
ら
Ｕ
タ

ー
ン
し
た
佐
藤
駅
長
は
「
自
然
と
伝
統
、
そ

れ
に
味
覚
を
堪
能
し
に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

ほ
し
い
。
季
節
ご
と
に
旬
の
素
材
や
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、
１
年
を
通
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

千
葉
県
は
房
総
半
島
の
南
部
、
南
房

総
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
夏
涼
し
く
冬
暖
か

い
避
暑
避
寒
の
地
。
富
浦
か
ら
館
山
へ
南
下
す
る
県
道
８８

号
沿
い
に
あ
り
、
都
心
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
来
ら
れ
れ
ば
１
時
間

半
～
２
時
間
。
そ
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
自
然
が
エ
ッ
！
と
驚
く

く
ら
い
あ
ふ
れ
、
緑
も

た
っ
ぷ
り
。「
人
工
」色
が

少
な
い
環
境
を
逆
手
に
、

周
囲
の
畑
や
水
田
を
生

か
し
た「
癒
や
し
空
間
」

の
演
出
で
ひ
そ
か
な

人
気
を
呼
ん
で

い
る
。

『あなたのふるさとについて』アンケート

Ｑ１．あなたの生まれ故郷はどこですか？

Ｑ２．あなたにとって故郷と同じくらい愛する特別な地域、土地はありま

すか？

その理由は？

Ｑ３．あなたはリタイア後、暮らす場所を選べるとしたらどこですか？

その理由は？

Ｑ４．愛する故郷、土地が活性化し、もっと魅力を増すために、どんなこ

とをすればいいと思いますか？

① 地域の特色、自然、伝統文化など観光資源を充実させ観光客を

呼び込む。

② 大きな企業、工場を誘致して雇用の拡大を計る。

③ 地域独自の特性を活かした公共事業（港湾、水利、農林業、発

電所など）を誘致。

④ ふるさと納税を広く呼び掛け、地域独自の振興策を住民と納税

者が計画。

⑤ 現状のままでいい。その理由は？

Ｑ５．地域振興策について皆さんの知恵やご意見を聞かせてください。

Ｑ６．この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読

者
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
２３
号
は
前
号
と
同
じ

く
『
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
（
地
域
振
興
策
）
ア

ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ

か
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
連
諸
団
体
に
も
提
供
し
、
今

後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
近
隣
地
域
活
性
化
に
供
す
る

資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働
き
か
け
ま
す
。

ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公

表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る

こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
遠
慮
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

Ｑ １： （ ）

Ｑ ２： （ ）

理由（ ）

Ｑ ３： （ ）

理由（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④ ⑤

理由（ ）

Ｑ ５： （ ）

Ｑ ６： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

「人と道」を考えるアンケート

第２３号『あなたのふるさとについてアンケート』
回答用紙

ご意見をお寄せください！

ひ
な

道
の
駅「
三
芳
村
」鄙
の
里

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝山形県鶴岡市早田字戸ノ浦６０６
�０２３５-４４-３２１１

道の駅 あつみ・夕陽
のまちしゃりん
佐藤直司駅長（５０）

「
温
海
か
ぶ
」の
酢
漬
け
人
気

平成２１年５月３１日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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津
軽
の
霊
峰
・
岩
木
山
。

「
津
軽
富
士
」
と
称
さ
れ
る

美
し
い
山
懐
に
、
瀟
洒
な
ペ

ン
シ
ョ
ン
＆
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ル
・
カ
ル
フ
ー
ル
」
が

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
交

わ
る
、
交
差
点
」
を
意
味
す

る
そ
う
だ
。
農
家
と
都
市
、

人
と
人
の
交
わ
り
、
自
然
と

の
交
わ
り
で
お
客
さ
ん
の
心

を
掴
ん
で
い
る
。

ス
タ
ー
ト
以
来
２０
年
以
上

の
経
歴
を
有
す
る
民
宿
は
、

全
国
で
も
珍
し
い
。
こ
こ
の

「
お
母
さ
ん
」
田
村
え
り
子

さ
ん
は
、
青
森
県
は
も
と
よ

り
、
全
国
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
実
践
者
の
先
駆
け

と
し
て
、
多
方
面
で
活
躍
し

て
い
る
。

何
よ
り
の
売
り
は
、
一
流

ホ
テ
ル
で
の
経
験
を
持
つ
ご

主
人
、
義
夫
さ
ん
自
慢
の
料

理
で
あ
る
。
野
菜
や
果
物
は

地
元
の
素
材
に
こ
だ
わ
り
、

豆
腐
や
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
な
ど

す
べ
て
自
家
製
の
手
作
り
。

ま
た
、
肉
料
理
に
は
自
家
農

園
の
ハ
ー
ブ
を
使
う
。

食
事
は
１
品
ず
つ
出
し
、

料
理
の
説
明
な
ど
も
加
え
な

が
ら
、
ゲ
ス
ト
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
す

る
。
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使

っ
た
調
理
体
験
も
で
き
、
焼

き
り
ん
ご
な
ど
が
食
べ
ら
れ

る
ほ
か
、
宿
泊
者
が
手
作
り

し
た
パ
ン
や
パ
ス
タ
も
楽
し

め
る
。
宿
泊
者
自
身
も
ワ
ラ

ビ
な
ど
山
菜
を
収
穫
す
る
。

自
家
製
の
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
も
楽
し
み

の
一
つ
。

ア
ケ
ビ
ヅ
ル
な
ど
の
採
集

か
ら
ク
ラ
フ
ト
や
リ
ー
ス
作

り
。
さ
ら
に
、
地
域
の
伝
統

文
化
「
登
山
囃
子
」の
実
演
、

伝
統
手
芸
の
「
こ
ぎ
ん
刺

し
」
、
ハ
ー
ブ
石
け
ん
づ
く

り
や
ハ
ー
ブ
染
め
、
山
ぶ
ど

う
を
使
っ
た
染
め
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
る
の

も
特
色
だ
。

自
家
農
園
の
ハ
ー
ブ
を
入

れ
た
、
疲
労
回
復
や
癒
や
し

効
果
の
高
い
入
浴
も
人
気
。

要
望
に
よ
っ
て
、
岩
木
山

を
周
遊
す
る
通
称
ネ
ッ
ク
レ

ス
ロ
ー
ド
や
、
白
神
山
地
の

ド
ラ
イ
ブ
に
夫
妻
が
同
行
、

地
域
の
自
然
や
観
光
、
文
化

の
案
内
を
し
て
く
れ
る
。

え
り
子
さ
ん
は
、
地
域
連

携
を
生
か
し
た
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
者
と
し

て
、
自
ら
の
農
家
民
宿
を
地

域
全
体
の
中
で
見
事
に
生
か

し
切
っ
て
い
る
。
心
の
こ
も

っ
た
経
営
を
し
て
い
る
地
域

マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。

６
月
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
国
民
の
理
解
と
協
力

を
広
げ
る
、
官
民
一
体
の「
ま

ち
づ
く
り
月
間
」
で
、
同
月

間
実
行
委
員
会
と
財
団
法
人

住
宅
生
産
振
興
財
団
が
共
催

す
る
「
住
ま
い
の
ま
ち
な
み

コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
も
行

わ
れ
ま
す
。

同
財
団
は
２０
年
以
上
「
す

ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
設
計
競

技
」
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
景
観
法
施
行
を
機
に
、

ま
ち
な
み
・
ま
ち
づ
く
り
活

動
で
実
績
を
挙
げ
て
い
る
住

民
組
織
の
顕
彰
を
目
的
に
、

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
へ
発
展
的

に
衣
替
え
し
ま
し
た
。

第
４
回
の
２０
年
は
、
京
都

市
・
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内

「
西
竹
の
里
タ
ウ
ン
ハ
ウ

ス
」
の
ま
ち
な
み
維
持
管
理

に
献
身
し
た
同
住
宅
管
理
組

合
が
国
土
交
通
大
臣
賞
に
決

ま
り
、
兵
庫
県
三
田
市
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
２１
住
宅
／
静
岡

市
の
旧
東
海
道
蒲
原
宿
／
滋

賀
県
大
津
市
の
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
青
山
／
千
葉
県
浦
安
市
の

新
浦
安
マ
リ
ナ
イ
ー
ス
ト
碧

浜
の
４
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

す
。第

３
回
の
１９
年
は
、
福
島

県
伊
達
市
の
団
地
管
理
組
合

法
人
諏
訪
野
会
が
国
交
大
臣

賞
を
受
け
、
茨
城
県
建
築
士

会
桜
川
支
部
な
ど
５
団
体
が

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
住
宅
政
策
は
、

急
増
す
る
大
都
市
居
住
者
向

け
の
「
量
」確
保
に
追
わ
れ
、

住
環
境
な
ど
の
「
質
」
や
「
美

し
い
ま
ち
な
み
」
な
ど
で
欧

米
に
見
劣
り
す
る
、
と
指
摘

さ
れ
が
ち
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
受
賞
団

体
が
美
し
い
ま
ち
な
み
を
守

り
育
て
て
き
た
努
力
は
、
い

ず
れ
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

今
回
、
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
「
西
竹
の
里
タ
ウ
ン
ハ
ウ

ス
管
理
組
合
」
は
、
増
築
禁

止
な
ど
厳
し
い
建
築
協
定
を

結
び
、
植
栽
の
手
入
れ
な
ど

に
居
住
者
も
積
極
的
に
参
加

し
、
資
産
価
値
を
高
め
る
こ

と
に
成
功
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
生
産
振
興

財
団
は
、
こ
れ
ま

で
の
受
賞
団
体
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
、
互
い
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
悩
み
な
ど

を
情
報
交
換
し
た

り
、
対
策
を
講
じ

て
、
連
携
し
て
う

る
お
い
あ
る
豊
か

な
住
ま
い
、
す
ぐ

れ
た
景
観
の
ま
ち

づ
く
り
を
広
げ
る

た
め
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

「
良
好
な
景
観
は
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
国
民
共
通

の
資
産
」

平
成
１７
年
に
制
定
さ
れ
た
わ
が
国
初
の
景
観
法
は
、

こ
う
定
め
て
い
ま
す
。
以
来
「
美
し
い
ま
ち
な
み
」
に

対
す
る
国
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
「
平
成

２０
年
版
国
土
交
通
白
書
」
も
「
自
然
の
豊
か
さ
や
環
境

保
全
、
ま
ち
な
み
や
景
観
の
整
備
、
と
い
う
住
宅
を
取

り
巻
く
基
礎
的
環
境
を
挙
げ
る
人
が
増
え
て
い
る
」

と
、
ま
ち
な
み
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

国土交通大臣賞以外の主な受賞

団体、受賞地域は次の通りで、０９

年まちづくり月間に表彰式が行わ

れます。

【住まいのまちなみ優秀賞】アル

カディア２１管理組合、アルカディ

ア２１住宅（兵庫県三田市）

【住まいのまちなみ賞】蒲原宿ま

ちなみの会、旧東海道蒲原宿（静

岡市）▽ＮＰＯ法人青山まちづく

りネットワーク、グリーンヒル青

山（滋賀県大津市）▽碧浜自治会、

新浦安マリナイースト碧浜（千葉

県浦安市）

宿
泊
客
と
ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
、
岩
木
山
を
バ
ッ
ク
に

「住まいのまち
なみコンクール」

修学旅行の学生たちと

自慢の料理、はずむ会話

西竹の里タウンハウス

民宿２０年…地域連携の核

１品ずつ丁寧に出される料理

第３回０７年度優秀賞

茨城県建築士会桜川支部

第３回０７年度国土交通大臣賞

福島県伊達市団地管理組合法人諏訪野会

田村えり子さん・義夫さん

「ル・カルフール」

青森県弘前市

アルカディア２１住宅

旧東海道蒲原宿

グリーン・ツーリズム
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南
国
宮
崎
で
も
南
部
、
宮

崎
空
港
か
ら
車
で
１
時
間
弱

の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
北
郷

町
。
大
自
然
に
囲
ま
れ
、
静

か
に
ゆ
っ
く
り
と
時
が
流
れ

る
「
緑
と
清
流
と
温
泉
の

町
」
。
訪
れ
る
人
々
を
優
し

く
迎
え
て
く
れ
る
人
情
味
豊

か
な
「
癒
や
し
の
里
」
と
し

て
有
名
な
地
域
で
あ
る
。

小
高
い
山
の
上
に
佇
む
農

家
民
宿
が
「
農
園
ぴ
く
に
っ

く
」
。
中
腹
の
駐
車
場
か
ら

ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
到
着
す

る
と
、
古
谷
元
一
・
昌
子
さ

ん
夫
妻
が
に
こ
や
か
に
出
迎

え
て
く
れ
る
。
体
の
不
自
由

な
方
や
高
齢
者
に
は
無
料
送

迎
を
行
う
な
ど
、
配
慮
が
行

き
届
い
て
い
る
。

「
風
が
み
え
る
場
所
」
と

お
客
さ
ん
が
い
う
こ
の
宿
。

子
供
連
れ
の
家
族
は
「
パ
ン

焼
き
体
験
と
竹
細
工
」
、
大

人
の
団
体
は
「
パ
ン
と
ピ
ザ

焼
き
体
験
に
コ
ー
ヒ
ー
焙

煎
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ゲ

ス
ト
に
応
じ
た
、
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ

る
。農

園
内
に
は
、
無
農
薬
栽

培
の
梅
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が

た
っ
ぷ
り
。
ま
た
、
自
然
の

木
を
利
用
し
た
ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
や
ハ
ン
モ
ッ
ク
、
ブ
ラ
ン

コ
な
ど
手
作
り
の
設
備
が
整

っ
て
い
て
、
大
人
も
子
供
も

夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
万
一
事
故
の
場
合

も
、
近
隣
の
病
院
と
の
連
絡

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の

で
安
心
だ
。

自
家
栽
培
の
無
農
薬
野
菜

や
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
郷
土
料
理
は
と

て
も
お
い
し
い
。
山
菜
摘
み

に
も
案
内
し
て
く
れ
、
採
れ

た
山
菜
を
そ
の
場
で
天
ぷ
ら

に
し
て
食
べ
る
。

元
一
さ
ん
自
身
が
豚
を
育

て
て
お
り
、
そ
の
肉
を
使
っ

た
自
家
製
の
料
理
の
多
様
な

ア
レ
ン
ジ
は
見
事
。
自
家
製

黒
豚
の
薫
製
や
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
も
楽
し
め
、
同

じ
く
手
作
り
の
竹
製
の
箸
や

フ
ォ
ー
ク
と
、
地
元
陶
芸
家

の
手
に
な
る
器
で
舌
鼓
を
打

て
る
の
も
魅
力
だ
。

眼
下
に
広
が
る
田
ん
ぼ
の

風
景
や
、
杉
の
香
り
、
自
然

木
を
活
用
し
た
調
度

品
や
各
種
設
備
、
さ

ら
に
は
天
然
温
泉
。

ま
さ
に
癒
や
し
の
原

点
に
触
れ
ら
れ
る

「
隠
れ
家
」で
あ
る
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー

代
表

理
事

青
木
辰
司
）

公
共
事
業
の
減
少
が
続
く

中
、
未
曾
有
の
経
済
危
機
が

重
な
り
、
建
設
業
界
は
大
変

厳
し
い
時
代
に
入
っ
て
い
ま

す
。
建
設
市
場
の
縮
小
を
受

け
、
仕
事
が
欲
し
い
た
め
の

低
価
格
入
札
、
下
請
企
業
や

技
能
労
働
者
に
犠
牲
が
し
わ

寄
せ
さ
れ
る
一
因
で
す
。
競

争
激
化
の
結
果
、
モ
ラ
ル
ハ

ザ
ー
ド
が
起
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
実
態
の
中
で
危

惧
さ
れ
る
問
題
に
、
技
能
労

働
者
の
技
能
の
低
下
が
あ
り

ま
す
。
技
能
の
継
承
は
と
て

も
重
要
な
こ
と
で
す
。
技
能

は
最
終
的
に
、
人
で
あ
り
、

人
づ
く
り
に
通
じ
ま
す
。

魅
力
的
な
産
業
、
将
来
性

の
あ
る
産
業
で
な
け
れ
ば
、

若
い
人
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。

当
面
は
、
高
齢
者
の
熟
練
の

力
を
活
用
し
て
若
い
人
を
育

て
、
技
能
を
継
承
し
な
が

ら
、
伝
承
し
て
い
く
形
が
必

要
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に

も
、
若
い
人
を
確
保
し
て
い

く
努
力
が
不
可
欠
で
す
。

低
価
格
入
札
が
労
賃
の
切

り
下
げ
に
つ
な
が
り
、
技
能

労
働
者
の
低
賃
金
が
人
材
確

保
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

入
札
制
度
が
指
名
競
争
入

札
か
ら
一
般
競
争
入
札
へ
、

そ
し
て
価
格
だ
け
で
な
く
、

技
術
も
評
価
す
る
総
合
評
価

方
式
へ
と
、
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
総
合
評

価
入
札
方
式
は
都
道
府
県
で

は
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
市

町
村
で
は
こ
れ
か
ら
本
格
的

導
入
で
す
。

も
っ
と
技
能
に
価
値
を
見

出
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
２１
世
紀
と
同
時
に
４
省

庁
を
統
合
し
て
国
土
交
通
省

が
発
足
し
ま
し
た
。
施
工
も

直
営
か
ら
請
負
に
変
わ
り
ま

し
た
。
で
も
、
明
治
以
来
の

会
計
法
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

昔
の
積
算
体
系
で
い
い
の
か

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

技
能
者
も
、
と
び
、土
工
、

鉄
筋
工
な
ど
様
々
で
、
労
働

単
価
の
調
査
、
適
正
化
が
必

要
で
す
。
工
事
に
よ
っ
て

も
、
地
域
に
よ
っ
て
も
異
な

る
複
雑
な
作
業
で
す
が
、
き

め
細
か
く
分
析
し
て
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

技
能
が
き
ち
ん
と
評
価
さ

れ
、
憲
法
が
保
障
す
る
最
低

限
の
、
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
営
め
る
政
策
。
建
設
業

界
に
限
ら
ず
、
わ
が
国
の
経

済
シ
ス
テ
ム
全
体
に
、
そ
う

し
た
見
直
し
、
再
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
る
、
と
思
い
ま

す
。

古谷昌子さん・元一さん

はるか昔から、私たち人間と共に生き続けてき

た生きものの生命が続かなくなるような環境変

化は、いずれ私たち人間の安全で豊かな生活を

も脅かすこととなる・・・。

鳥・虫・魚・人は「田んぼ」でつながっている

のです。

「田んぼの生きもの調査」から見えてきたもの

宮崎県北郷町

長編ドキュメンタリー

パ
ン
、ピ
ザ
、コ
ー
ヒ
ー
焙
煎

遊
び
の
場
も
た
っ
ぷ
り

宿泊客とピザ作り

コーヒーを炒る

「農園ぴくにっく」

１４

■制 作：映画「田んぼ」制作委員会

■制作協力：ＮＰＯ法人 生物多様性農業支援センター

全国農村映画協会（略／全農映）

■ＤＶＤ購入お申し込み先：

全農映 東京都千代田区内神田１‐２‐６

産広美工ビル７Ｆ

電 話／０３‐５２８１‐８７８１

ＦＡＸ／０３‐５２８１‐８７８０

道２１世紀新聞「田んぼ」係

ＦＡＸ／０３‐５７３３‐２７８２

メール／dokusya@route-press２１st.jp

谷口 博昭

ハロハロ

国土交通省技監

技
能
継
承
が
危
機
に
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☆
行
っ
て
み
た
い

本
紙
２２
号
の
「
ト
イ
レ
物

語
」
に
は
び
っ
く
り
。
道
の

駅
の
ト
イ
レ
は
必
ず
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
利
用
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
が
、
こ
れ
ほ

ど
進
化
し
、
考
慮
さ
れ
た
も

の
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
秋
田
方
面
に
行
く
機
会

も
あ
り
ま
す
の
で
、
「
ふ
た

つ
い
」
の
１
億
円
ト
イ
レ
を

見
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
宮

城
県
栗
原
市

主
婦
・
５８

歳
）☆

小
さ
な
村
こ
そ

過
疎
化
が
進
み
、
人
口
が

減
っ
て
年
配
の
方
し
か
残
ら

な
い
村
は
、
や
が
て
は
近
隣

と
合
併
す
る
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私
は

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
小
さ

な
村
に
こ
そ
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド

商
品
や
施
設
が
生
ま
れ
る
は

ず
で
す
。
そ
の
た
め
に
子
育

て
や
若
者
定
住
を
図
る
施
策

を
考
え
て
ほ
し
い
、
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
長
野
県
松
川
町

整
体
師

・
３８
歳
）

☆
自
転
車
で
走
る

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ

に
入
っ
て
、
近
く
の
山
や
ロ

ー
ド
を
走
っ
て
い
ま
す
。
春

以
降
、
他
県
の
道
の
駅
め
ぐ

り
を
計
画
中
。
乗
り
合
い
バ

ス
で
自
転
車
と
と
も
に
目
的

地
へ
。
そ
こ
か
ら
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
す
る
�
物
見
遊
山
�

で
す
。
と
に
か
く
気
持
ち
が

い
い
で
す
よ
。
（
秋
田
市

無
職
・
７０
歳
）

☆
古
い
も
の
残
せ

古
い
も
の
は
な
く
し
て
し

ま
え
、
と
い
う
最
近
の
風
潮

に
は
反
対
で
す
。
建
物
で
も

何
で
も
、
壊
す
の
で
は
な
く

古
き
良
き
も
の
を
生
か
す
こ

と
で
活
性
化
が
図
れ
る
は
ず

で
す
。
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
を
郊
外
に
つ
く
る
の

が
流
行
の
よ
う
で
す
が
、
町

の
中
心
部
に
主
眼
を
置
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
（
新

潟
県
新
発
田
市

公
務
員
・

５５
歳
）

☆
橋
の
役
割
知
る

連
載
「
橋
が
つ
な
ぐ
み
ん

な
の
未
来
」
を
楽
し
み
に
読

ん
で
い
ま
す
。
橋
は
ほ
ん
と

う
に
大
事
な
役
割
を
果
た
し

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
、
つ

く
づ
く
考
え
ま
す
。
ま
ず
交

通
の
便
の
た
め
、
そ
し
て
、

交
流
の
場
に
も
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
の
で
す
。
（
北
海

道
北
見
市

無
職
・
６０
歳
）

☆
農
業
を
考
え
る

た
ま
た
ま
手
に
し
た
本
紙

２２
号
。
め
く
っ
て
い
く
と
、

「
農
業
の
六
次
産
業
化
」
、

「
世
界
と
日
本

か
み
合
わ

ぬ
農
業
保
護
政
策
」
、
そ
し

て
書
評
「
自
給
再
考
」
ま
で

農
業
関
連
の
記
事
が
い
っ
ぱ

い
載
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
れ

も
専
門
家
で
な
け
れ
ば
書
け

な
い
内
容
で
、
大
い
に
同
感

し
ま
し
た
。
（
前
橋
市

自

営
業
・
６５
歳
）

☆
驚
き
の
ト
イ
レ

「
ト
イ
レ
物
語
」
で
見
た

断
水
時
も
利
用
で
き
る
ト
イ

レ
に
は
び
っ
く
り
。
我
が
家

の
ト
イ
レ
も
こ
う
な
れ
ば
い

い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
あ
る
ト
イ

レ
も
、
か
な
り
驚
き
で
す
。

車
の
運
転
は
主
人
と
２
人
で

や
り
ま
す
が
、
道
の
駅
に
は

学
ぶ
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。
そ

の
土
地
な
ら
で
は
の
食
材
と

料
理
法
ま
で
、
ア
ッ
タ
カ
ー

イ
学
習
の
旅
で
す
。
（
福
島

市

会
社
員
・
２４
歳
）

☆
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
充
実

日
本
道
路
建
設
業
協
会
が

各
地
の
道
の
駅
に
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

設
置
を
進
め
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
、
う
れ
し
い
限
り

で
す
。
今
後
、
全
国
に
広
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
道
の
駅
に
行
け
ば
あ
る

と
い
う
安
心
感
は
、
道
路
利

用
者
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
す
。
（
千
葉
県

佐
倉
市

主
婦
・
５６
歳
）

☆
心
の
ふ
る
さ
と

日
本
風
景
街
道
連
載
記
事

「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
�
木

曽
路
�
中
山
道
」
が
目
に
と

ま
り
、
３５
年
前
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
ま
し
た
。
昭
和
４８

年
に
結
婚
、
新
婚
旅
行
の
地

に
開
田
高
原
、
妻
籠
を
選
ん

だ
の
で
す
。
松
江
か
ら
夜
行

で
、
ま
だ
見
ぬ
信
州
に
胸
を

躍
ら
せ
ま
し
た
。
イ
ロ
リ
の

周
り
で
食
事
し
た
こ
と
、
小

遣
い
は
少
な
か
っ
た
け
ど
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
で
ブ
ラ
ン
デ
ー

を
飲
ん
だ
こ
と
。
次
は
孫
を

連
れ
て
天
体
望
遠
鏡
を
持
っ

て
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
（
松
江
市

教
員
・
６０

歳
）

☆
生
き
が
い
の
場

た
ま
た
ま
佐
賀
市
に
行
っ

て
道
の
駅
「
大
和
」
に
寄
り

ま
し
た
。
私
の
地
元
の
「
桃

山
天
下
市
」
も
含
め
、
道
の

駅
は
良
き
社
交
場
で
あ
り
、

地
域
の
方
々
が
気
兼
ね
な
く

集
ま
る
場
で
す
。
つ
く
っ
た

産
物
も
売
れ
る
の
で
、
生
き

が
い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

県
外
の
方
と
の
交
流
は
、
地

域
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
ま

す
。
大
切
な
拠
点
で
す
ね
。

（
佐
賀
県
唐
津
市

会
社
員

・
５３
歳
）

☆
咳
払
い
を
し
て

ト
イ
レ
は
、
手
水
（
ち
ょ

う
ず
）
あ
る
い
は
厠
（
か
わ

や
）
と
呼
び
、
そ
こ
に
は
水

の
神
様
が
い
る
の
で
す
。
使

用
す
る
時
は
、
合
図
と
し
て

咳
（
せ
き
）
払
い
を
し
て
入

り
ま
す
。
私
は
こ
れ
ら
の
こ

と
を
小
学
生
の
時
代
に
「
修

身
」
と
い
う
科
目
で
習
い
ま

し
た
。
マ
ナ
ー
も
大
切
、
悪

い
人
に
限
っ
て
不
清
潔
な
も

の
で
す
ね
。
（
島
根
県
出
雲

市

無
職
・
８２
歳
）

☆
昔
の
生
活
圏
を

商
店
街
の
活
性
化
を
強
く

望
み
ま
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
の

閉
ま
っ
た
店
ば
か
り
で
は
、

困
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

大
型
店
を
規
制
し
て
、
昔
の

生
活
圏
を
取
り
戻
す
努
力
を

す
べ
き
で
す
。
小
売
業
や
医

療
機
関
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
、

暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
を

推
進
す
る
方
策
を
官
民
で
考

え
出
し
ま
し
ょ
う
。
（
新
潟

市

無
職
・
６８
歳
）

☆
地
域
の
ゴ
ミ
袋

こ
の
欄
に
は
「
ゴ
ミ
を
持

ち
帰
ろ
う
」
と
い
う
声
が
よ

く
載
り
ま
す
。
私
も
大
賛
成

で
、
自
宅
処
理
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
車
泊
で
長
期

旅
行
を
す
る
人
が
生
ゴ
ミ
で

困
る
の
も
事
実
。
こ
の
際
、

地
域
の
自
治
体
が
や
っ
て
い

る
収
集
日
に
合
わ
せ
て
、
そ

の
地
域
の
ゴ
ミ
袋
を
１
枚
買

え
る
よ
う
に
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。
（
名
古
屋
市

会

社
員
・
４７
歳
）

☆
日
本
の
橋
技
術

私
の
地
元
に
「
日
本
三
大

奇
橋
」
（
何
説
か
あ
る
ら
し

い
）
の
一
つ
が
あ
り
ま
す
。

博
物
郷
土
館
で
ミ
ニ
模
型
や

実
物
大
の
一
部
を
見
て
、
橋

の
面
白
さ
、
先
人
の
工
夫
を

知
り
ま
し
た
。
今
も
日
本
の

技
術
は
世
界
中
の
橋
を
架
け

て
い
る
ん
で
す
ね
。
「
ぷ
れ

ぜ
ん
と
」
の
「
新
版

日
本

の
橋
―
鉄
・
鋼
橋
の
あ
ゆ
み

―
」
を
ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
く

な
り
ま
し
た
。
（
富
山
県
入

善
町

会
社
員
・
２５
歳
）

☆
高
規
格
の
道
を

わ
が
国
を
襲
っ
た
自
然
災

害
の
歴
史
を
読
み
、
旅
行
中

は
地
震
や
豪
雨
が
な
い
こ
と

を
祈
り
つ
つ
ハ
ン
ド
ル
を
握

っ
て
い
ま
す
。
道
が
壊
れ
た

り
水
没
し
た
り
す
る
と
、
交

通
不
能
に
な
り
、
人
々
の
暮

ら
し
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

高
規
格
の
良
い
道
が
、
ど
ん

ど
ん
延
び
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
（
千
葉
県
我
孫
子

市

陶
芸
自
営
・
３８
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０５－０００１

東京都港区虎ノ門４－１－１

虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

「人と道研究会」「第２３号読者の

声係」宛にお寄せください。

また読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

を設けました。お便りのほか、写

真の投稿も大歓迎です。採用分に

は記念品をプレゼントします。

キ

ト
シ
ツ
キ

冬
過
ぎ
て

春
し
来
ぬ
れ
ば

年
月
は

ア
ラ

フ

新
た
な
れ
ど
も

人
は
古
り
ゆ
く

（
万
葉
集
・
巻
十
・
一
八
八
四
番
）

め
ぐ

冬
が
過
ぎ
去
っ
て
、
春
が
巡
っ
て
来
た
の
で
、

と
し

年
月
は
新
し
く
な
っ
た
が
、
人
間
は
齢
を
加
え

ね
ん
ね
ん

て
、
年
々
古
く
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
ナ
ア
。

×

×

×

×

つ
ら

ひ
ゃ
っ

か

り
ょ
う

作
者
不
詳
。
寒
く
て
辛
い
冬
が
去
っ
て
、
百
花
繚

ら
ん

か

れ
い

乱
の
春
の
到
来
を
、喜
ば
な
い
で
、加
齢
を
悲
し
む
。

お
と訪

ず
れ
る
歳
月
を
「
新
し
い
」
と
感
じ
、
人
は
、

「
古
く
な
る
」
と
、
同
じ
時
間
の
流
れ
を
、
新
・
古

う
た

の
対
立
語
で
詠
う
。
一
つ
の
自
己
認
識
で
あ
る
。

り
ゅ
う

き

い

初
唐
の
詩
人
・
劉
希
夷
は
、「
年
々
歳
々
花
相
似

ぎ
ん

タ
リ
。
歳
々
年
々
人
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
」
と
吟
ず
る
。

春
と
花
を
全
体
で
、
人
を
部
分
で
把
握
す
る
同
根
発

想
だ
。

鴨
長
明
は
、
「
行
く
川

の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、

し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら

と
こ
ろ

ず
」
「
処
も
変
ら
ず
人
も

い
に
し

多
か
れ
ど
、
古
へ
見
し
人

は
二
三
十
人
が
う
ち
に
、

わ
ず
か
に
一
人
二
人
な

り
。
」
と
、
全
体
の
無
変

化
と
部
分
の
変
化
を
説
く
。

か

か
く

盛
唐
の
李
白
は
、「
光
陰
ハ
百
代
ノ
過
客
ナ
リ
。」

し
る

と
記
し
、
芭
蕉
は
、
「
行
き
か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な

す
み
か

り
。
」
「
日
々
を
旅
に
し
て
旅
を
栖
と
す
。
」
と
述
懐

す
る
。

こ
の
世
は
す
べ
て
推
移
・
流
転
し
、
遂
に
は
消
滅

す
る
相
で
、
こ
れ
を
「
無
常
」
と
い
う
。

万
葉
人
は
、「
老
い
に
向
か
う
」
の
を
嘆
く
ば
か
り

で
な
く
、そ
れ
を
受
容
し
、そ
の
価
値
を
発
見
す
る
。

物
み
な
は

新
し
き
よ
し

た
だ
人
は

古
り
ぬ

る
の
み
ぞ

よ
ろ
し
か
る
べ
き
（
一
八
八
五
番
）

物
は
何
で
も
新
し
い
の
が
よ
い
‼

た
だ
人
間

は
、
年
を
取
っ
て
ゆ
く
の
が
よ
ろ
し
い
の
だ
‼

人
間
の
成
長
と
老
成
。
「
古
び
る
」
に
つ
れ
熟
成

す
る
人
間
―
―
完
熟
は
消
滅
へ
の
道
。
人
間
の
一
生

か
て

と
は
、
常
に
喪
失
を
糧
と
し
て
成
長
す
る
―
―
マ
イ

う
わ

ナ
ス
を
内
蔵
し
な
が
ら
上
ま
わ
る
プ
ラ
ス
を
志
向
す

る
。人

間
信
頼
で
老
齢
讃
歌
の
万
葉
人
の
心
と
、
平
成

・

・

官
製
語
の
「
後
期
高
齢
者
」
。
い
か
が
で
す
か
‼
？

（
万
葉
研
究
家
）

忍野八海から見た富士山。「おしのはっかい」は山梨県忍野村の

富士山の雪解け水が作った８カ所の湧泉群。国指定の天然記念

物で名水百選にも（神奈川県相模原市 新井由美子さん写す）

人
は
古
り
ゆ
く
―
―
が
よ
し
‼

◆お便り募集
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西
暦
２
０
１
０
年
は
、
我
が
国

の
本
格
的
な
首
都
「
平
城
京
」
が

誕
生
し
て
か
ら
１
３
０
０
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
日
本
の
歴
史
・
文
化

が
連
綿
と
続
い
た
こ
と
を
「
祝

い
、
感
謝
」す
る
と
と
も
に
、「
日

本
の
は
じ
ま
り
奈
良
」
を
素
材

に
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
日
本

を
考
え
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、

奈
良
を
中
心
に
平
城
遷
都
１
３
０

０
年
祭
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
平

城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
の
公
式
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
せ
ん
と

く
ん
の
携
帯
ク
リ
ー
ナ
ー
を
２０
名

の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

U
R
L
:
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
1
3
0
0
.

j
p
/

「
マ
サ
ラ
・
チ
ャ
イ
」
は
イ
ン

ド
で
昔
か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
い

る
ス
パ
イ
ス
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
で
す

が
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
粉
末
加
工
し

ま
し
た
。
ミ
ル
ク
、砂
糖
、ス
パ
イ

ス
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
合
さ
れ
、

お
湯
で
さ
っ
と
溶
け
る
ご
家
庭
で

も
オ
フ
ィ
ス
で
も
最
適
な
オ
シ
ャ

レ
で
お
い
し
い
ド
リ
ン
ク
で
す
。

提
供

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
（
有
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
h
a
n
t
i
-

j
b
s
.
c
o
m

☎
０３
―
３
６
８
８
―
６
６
１
２

こ
の
ペ
ー
ジ
下
の
「
道
の
駅
文

庫
」で
紹
介
の
大
石
久
和
氏
著『
国

土
学
再
考
「
公
」
と
新
・
日
本
人

論
』
で
す
。

「
幾
多
の
甚
大
な
自
然
災
害
を

経
験
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
都
市
に

城
壁
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
世
界

唯
一
の
民
で
も
あ
る
。
悠
久
の
歴

史
を
踏
ま
え
、
国
土
学
の
先
駆
者

が
未
曾
有
の
経
済
危
機
の
今
、『
日

本
人
が
進
む
べ
き
道
』
を
新
た
に

示
す
」
と
同
書
の
帯
は
い
う
。

提
供

毎
日
新
聞
社

h
t
t
p
:
/
/
b
o
o
k
s
.
m
a
i
n
i
c
h
i

.
c
o
.
j
p
/

「
写
楽
幻

の
肉
筆
画
」

展
（
読
売
新

聞
東
京
本
社

な

ど

主

催
）
。
７
月

４
日
か
ら
９

月

６

日

ま

で
。

０８
年
夏
、
ギ
リ
シ
ャ
・
コ
ル
フ

島
の
ア
ジ
ア
美
術
館
が
、
江
戸
期

の
謎
の
絵
師
・
東
洲
斎
写
楽
の
肉

筆
扇
面
画
∥
写
真
∥
を
所
蔵
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
江
戸
東
京

博
物
館
で
、
里
帰
り
公
開
さ
れ
ま

す
。１９

世
紀
末
の
駐
欧
ギ
リ
シ
ャ
大

使
マ
ノ
ス
が
収
集
し
た
浮
世
絵
、

絵
画
な
ど
も
展
示
。
写
楽
の
肉
筆

画
の
一
般
公
開
は
世
界
初
。

提
供

読
売
新
聞
東
京
本
社

１
、
記
念
撮
影
の
と
き
に
思
わ
ず
、
チ
ョ
キ

２
、
○
○
の
箱
舟

３
、
桜
前
線
は
南
か
ら
○
○
に
向
か
い
ま
す

４
、
チ
ェ
ー
ン
の
こ
と

５
、
金
・
銀
・
○
○

７
、
Θ
（
ギ
リ
シ
ャ
文
字
）

９
、
東
京
・
名
古
屋
・
福
岡
の
野
球
場
と
い
え
ば
？

１１
、
愛
媛
・
和
歌
山
・
静
岡
名
産
の
果
物
で
す

１２
、
生
卵
を
落
と
せ
ば
「
○
○
○
う
ど
ん
」

１４
、
帯
に
短
し
○
○
○
に
長
し

１５
、
趣
味
が
い
っ
ぱ
い
な
ん
で
す

１７
、
○
○
○
と
現
実

１８
、
家
を
建
て
て
く
れ
ま
す

２０
、
神
奈
川
県
に
あ
る
「
逗
子
」。
何
と
読
む
？

２２
、
指
に
あ
る
模
様

２４
、
頭
に
か
ぶ
り
ま
す

２６
、
ま
る
・
さ
ん
か
く
・
○
○
○

２８
、
忙
し
い
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き

ま
す

３０
、
○
○
は
小
を
兼
ね
る

３２
、
白
と
黒
の
石
を
使
っ
て
遊
び
ま
す

３３
、
○
○
あ
り
谷
あ
り

１、８８鍵盤使う楽器といえば？

３、足で蹴飛ばす！？

６、○○○のお天気が気になります

８、生け花は華道。ではお茶は？

１０、○○に置けない

１２、木のこと。クリスマス○○○の装飾、今か

ら考えておこうかな？

１３、母の日にお母さん、感謝を込めてトントン…

１６、絶対に○○！

１８、踊りましょう♪

１９、サッカーでお馴染み、静岡の地

２１、ジョッキーのことです

２３、メタボリックシンドロームの人は、内臓○

○○が気になります

２５、髪を梳かします

２７、赤ちゃんの手って、○○○の葉っぱみたい

だね？

２９、○○○のお花は取らないでくださいね

３１、カンパニーのこと。勤めています

３４、今はピンクや水色も、でも昔は看護士さん

を〝○○○の天使〟と言いました

３５、花より○○○

「
神
は
農
村
を
作
り
、
人
間
は
都
市
を
つ
く
っ
た
」と
い
う
西
洋
の
諺
が
あ
る
。

自
然
の
摂
理
が
農
村
を
支
配
す
る
原
理
だ
と
す
れ
ば
、
人
間
の
摂
理
（
ル
ー
ル
）

が
都
市
を
支
配
す
る
か
ら
だ
。
そ
の
西
洋
の
都
市
は
単
な
る
人
間
の
集
合
と
群
落

で
は
な
く
、
堅
固
な
城
壁
に
囲
ま
れ
た
城
塞
都
市
と
し
て
発
展
し
た
点
に
特
徴
が

あ
り
、「
公
共
」
と
い
う
市
民
概
念
も
こ
の
都
市
づ
く
り
の
中
か
ら
形
成
さ
れ
て

き
た
、
と
著
者
は
語
る
。
西
洋
の
都
市
が
城
壁
を
必
要
と
し
た
の
は
、
度
重
な
る

異
民
族
の
襲
来
と
虐
殺
の
経
験
だ
っ
た
。
「
公
」
の
意
識
を
ベ
ー
ス
に
し
た
都
市

形
成
の
歴
史
を
持
た
な
い
わ
が
国
は
「
公
共
」
の
意
識
が
乏
し
く
、
大
局
観
に
基

づ
く
国
土
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
諸
外
国
に
比
べ
て
劣
り
、
い
つ
ま
で
ア
ジ
ア
の
先

進
国
で
い
ら
れ
る
か
、
と
も
言
う
。

周
知
の
と
お
り
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
果
敢
に
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ー
ル
政
策

に
打
っ
て
出
た
。
わ
が
国
も
国
家
百
年
の
計
を
見
越
し
、
雇
用
を
救
済
し
つ
つ
、

将
来
の
日
本
人
の
幸
福
の
た
め
に
思
い
切
っ
た
社
会
資
本
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
始

め
る
時
で
は
な
い
か
。
港
湾
、
空
港
、
道
路
、
地
方
都
市
、
農
村
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

…
…
環
境
に
優
し
い
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
を
是
非
つ
く
っ
て
欲
し
い
。
だ
が
、

こ
の
国
は
「
公
共
事
業
」
に
不
信
感
が
根
強
い
。
政
治
と
建
築
・
土
木
業
者
と
の

関
係
や
利
権
の
構
造
、
住
民
同
士
の
対
立
や
紛
争
。
日
本
人
は
き
ち
ん
と
し
た
合

意
と
ル
ー
ル
の
も
と
に
、
な
ぜ
フ
ェ
ア
ー
に
公
共
事
業
が
進
め
ら
れ
な
い
の
か
。

そ
れ
は
日
本
人
の
文
化
や
歴
史
に
根
ざ
す
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
著
者
は
「
公
」

と
い
う
切
り
口
で
、
そ
う
し
た
日
本
人
論
ま
で
考
察
を
深
め
て
い
く
。

都
市
形
成
の
過
程
で
「
日
本
の
よ
う
に
『
皆
殺
し
』
経
験
が
天
災
し
か
な
い
と

い
う
国
は
、
世
界
中
探
し
て
も
他
に
見
当
た
ら
な
い
」
。
そ
し
て
、
天
災
だ
か
ら

と
い
う
諦
観
が
、
原
因
を
追
究
し
二
度
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
「
隙
き
間

の
な
い
」ル
ー
ル
を
作
り
、
こ
れ
を
進
め
て
い
く
社
会
風
土
を
形
成
し
な
か
っ
た
、

と
指
摘
す
る
。

日
本
人
は
、
近
現
代
に
お
い
て
も
大
規
模
な
組
織
運
営
が
下
手
で
、
少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
を
生
か
す
こ
と
に
優
れ
て
い
る
と
い
っ
た
点
な
ど
、
著
者
の
日
本
人
論

に
は
キ
ラ
リ
と
光
る
指
摘
が
沢
山
あ
る
。
本
書
は
、
前
著
「
国
土
学
事
始
」
（
２

０
０
６
年
刊
）
で
展
開
し
た
思
考
を
深
化
さ
せ
た
も
の
だ
。

（
花
信
風
子
）

①
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
・
せ
ん
と

く
ん
の
携
帯
ク
リ
ー
ナ
ー
を
２０
名
に

②
「
国
土
学
再
考
」
を

１０
名
に

●プレゼント希望の方は希望商品番号（１～

４のうち１点）を記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新

聞を手に入れた場所⑨今月号で一番良かった記事⑩そ

の他のご意見・ご感想を官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１

東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

人と道研究会「２３号プレゼント係」宛、５月３１日必着でお送りく

ださい。発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

★
タ
テ
の
鍵

▼応募方法

『国土学再考 「公」と

新・日本人論』

大石 久和著

毎日新聞社

●クロスワードパズルの答Ａ～Ｇを記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新聞を手に入れ

た場所⑨今月号で一番良かった記事⑩その他のご意見・ご感想を

官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１虎

ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人 人と道研究会「２３号クロスワー

ド係」宛、５月３１日必着でお送りください。パズルの正解者には

抽選で３０名様に記念品をプレゼントします。

Ｃ

問題制作・寺崎美保子（ゼロページ）http://zeropage.jp
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③
「
マ
サ
ラ
・
チ
ャ
イ
」
６

０
０
㌘
缶
入
り
を
１０
名
に

④「
写
楽
展
」招
待
券
を

２０
名
に

Ｄ

Ｆ

２

６

１４

２１

３０

Ａ

１１

１３

２６

２９

▶
応
募
方
法

１

１０

１８

２５

３４

第２２号１５面「クロスワード 人と道パズル」

★ヨコの鍵の「５、」は「６、」でした。

また、応募方法で「答Ａ～●」は「Ａ～Ｇ」

でした。お詫びして訂正いたします。

２２号の正解は

「レットウホゼン」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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